
酒々井・千葉氏まつり…………………………………………… ２・３
子ども医療費助成事業………………………………………………… ４
国民健康保険制度が変わります……………………………………… ８

　６月1日、町立岩橋保育園の隣接地に建設された「酒々井町子育て支援センター　あい
あい」の開所式が、町長、町議会議員、町教育委員、地域住民と多くのボランティアの
方々、そして子育て中の親子の皆さんの出席のもと行われました。
　式典では施設の名称「あいあい」の名付け親である渡辺一徳さん、内海美岐さんも
テープカットをして施設のオープンを祝いました。
　小坂町長は「妊娠から出産、子育てまで切れ目のない子育て支援を進めます。町民の
皆さまには同施設を大いにご活用いただき、これまでと同様に地域全体で子育て支援を
進める取り組みにご協力をお願いします」とあいさつしました。

7 月
2018（平成30年）
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【
募
集
内
容
】

　
飲
食
・
物
品
販
売
・
展
示
Ｐ
Ｒ
な
ど

【
出
店
料
・
備
品
等
】

　
有
料（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

【
申
込
期
限
】

　
７
月
31
日
㈫

【
細
菌
検
査
】

　
食
品
等
の
模
擬
店
を
実
施
す
る
団
体
は
保
健

所
に
届
け
出
が
必
要
で
す
の
で
、細
菌
検
査
を
受

け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
お
申

し
込
み
時
に
ご
案
内
し
ま
す
。

【
申
込
書
】

　
経
済
環
境
課
商
工
観
光
班
窓
口
で
配
布
し
て

い
ま
す
。（
役
場
分
庁
舎
１
階
）

【
申
込
先
】

　
経
済
環
境
課
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、問
い
合
わ
せ
先
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
経
済
環
境
課
商
工
観
光
班

　
☎
○内 

３
４
５
・
３
４
６

9/30 日

平成30年度

戦
国
時
代
の

祭
礼
復
活

　町に千葉氏が本佐倉城を築き、城下町
ができたのは、延徳2（1490）年8月12日
です。この日以降、昭和初期まで本佐倉城
の鎮守である八幡神社祭礼として行われ
てきました。
　祭礼は、「神輿渡御」、「馬鹿乗り」、「競
馬」からなり、本佐倉城下の祭りとして、現
在の酒々井町ほぼ全域の住民が参加して
いました。

戦国の風流・当時の
『千葉氏のまつり』

みこし と  ぎょ ば  か  の

うま

きそい

　
町
で
は
、歴
史
遺
産
を
活
用
し
、町
民
の
郷
土
への
愛
着
や
誇
り

を
高
め
、町
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
形
成
を
図
る
た
め
の

事
業
と
し
て
、戦
国
時
代
か
ら
明
治
時
代
ま
で
行
わ
れ
た
祭
礼
で

あ
る
千
葉
氏
の
ま
つ
り
を
平
成
28
年
度「
酒
々
井
・
千
葉
氏
ま
つ

り
」と
し
て
模
擬
復
活
し
ま
し
た
。

　
今
年
も「
ふ
る
さ
と
酒
々
井
」の
郷
土
の
ま
つ
り
と
し
て
９
月
30

日（
日
）に
開
催
し
ま
す
。

平
成
30
年
度「
酒
々
井・千
葉
氏
ま
つ
り
」

　
戦
国
時
代
、千
葉
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
本
佐
倉
城
の

城
下
で
行
わ
れ
て
い
た
祭
礼
を
も
と
に
、戦
国
時
代
、

千
葉
氏
、本
佐
倉
城
、野
馬
・
馬
牧
、仮
装
、競
馬
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
戦
国
時
代
絵
巻
さ
な
が
ら
の「
ば
か
乗

り（
仮
装
）」や「
競
馬
の
模
擬
復
活
」な
ど
様
々
な
催
し

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

名
称
：
酒
々
井
・
千
葉
氏
ま
つ
り

日
時
：
９
月
30
日（
日
）

　
　
　
10
時
〜
15
時

会
場
：
中
央
台
公
園
ほ
か

プ
ロ
グ
ラ
ム

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

●
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

●
ば
か
乗
り（
仮
装
）

●
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト

●
こ
ど
も
模
擬
競
馬（
乗
馬
体
験
）

●
競
馬
の
実
演

●
馬
と
の
ふ
れ
あ
い

●
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

●
エ
ン
デ
ィ
ン
グ 

etc
・・・

主
催
：
酒
々
井
・
千
葉
氏
ま
つ
り
実
行
委

員
会

共
催
：
酒
々
井
町
、酒
々
井
町
教
育
委
員
会

※

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

出
店
者
募
集
! !

出
店
者
募
集
! !

出
店
者
募
集
! !

「酒々井・千葉氏まつり」に出店して一緒にお祭りを盛り上げてみませんか？

酒
々
井
ふ
る
さ
と
大
使

仲
村
瑠
璃
亜
さ
ん

第
３
回

2
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4

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
私
立
幼
稚
園
の
保
育
料
を
補
助
し
ま
す

課
税
状
況
を
証
明
す
る
書
類

８
月
か
ら
有
効
と
な
る

受
給
券
を
郵
送
し
ま
す

　
町
で
は
、中
学
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
扶
養
す
る
保
護
者
の
方
に
、

「
子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
」（
以
下「
受
給
券
」）
を
発
行
し
、
医
療
費

の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
が
、
医
療
機
関
等
に
か

か
っ
た
時
に
支
払
う
自
己
負
担
額

（
０
円
ま
た
は
２
０
０
円
）
は
、

７
月
１
日
時
点
で
、
子
ど
も
の
属

す
る
世
帯
の
課
税
状
況
に
よ
っ
て

決
定
し
、
８
月
１
日
か
ら
有
効
と

な
る
受
給
券
を
７
月
下
旬
に
発
送

し
ま
す
。

　
転
入
な
ど
に
よ
り
本
年
１
月
１

日
に
酒
々
井
町
に
住
民
登
録
が
な

か
っ
た
方
は
、
自
己
負
担
額
決
定

に
必
要
と
な
る
、
次
の
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
い
ず
れ
か
一
つ

①
市
町
村
民
税
課
税
（
非
課
税
）

証
明
書
（
平
成
30
年
１
月
１
日
現

在
に
住
民
登
録
の
あ
る
市
町
村
で

交
付
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。）

②
市
町
村
民
税
特
別
徴
収
税
額
決

定
通
知
書
の
写
し
（
住
民
税
が
給

与
天
引
き
の
方
）

③
市
町
村
民
税
税
額
決
定
通
知
書

兼
納
税
通
知
書
の
写
し
（
住
民
税

が
給
与
天
引
き
以
外
の
方
）

※
た
だ
し
、
非
課
税
や
均
等
割
の

み
課
税
の
場
合
は
、
子
ど
も
の
属

す
る
世
帯
全
員
の
非
課
税
証
明
書

が
必
要
で
す
。

　
な
お
、書
類
の
提
出
が
な
い
方
、

未
申
告
等
に
よ
り
課
税
状
況
が
不

明
な
方
に
は
、
市
町
村
民
税
課
税

世
帯
の
扱
い
で
受
給
券
を
交
付
し

ま
す
。

提
出
期
限　
７
月
６
日
㈮

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　
こ
ど
も

課
子
育
て
支
援
班
☎

３
７
３

　
保
育
料
の
補
助
申
請
は
、
幼
稚

園
か
ら
配
布
さ
れ
る
申
請
書
類
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
添
付

書
類
を
添
え
て
、
通
園
中
の
幼
稚

園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

［
対
象
世
帯
と
補
助
金
額
］　〈
表
〉

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

［
申
請
書
の
添
付
書
類
］　
平
成
30

年
度
の
住
民
税
の
課
税
内
容
が
わ

か
る
も
の

（
父
母
と
そ
れ
以
外
の
家
計
の
主

宰
者
で
あ
る
扶
養
義
務
者
の
確
認

が
で
き
る
証
明
書
）

①
市
町
村
民
税
特
別
徴
収
税
額
決

定
通
知
書
の
写
し
（
住
民
税
が
給

与
天
引
き
の
方
）

②
市
町
村
民
税
税
額
決
定
通
知
書

兼
納
税
通
知
書
の
写
し
（
住
民
税

が
給
与
天
引
き
以
外
の
方
）

①
、
②
の
通
知
書
が
な
い
場
合
や

非
課
税
の
方
は
、
各
市
区
町
村
が

発
行
す
る
市
（
町
）・
県
民
税
の

課
税
（
非
課
税
）
証
明
書

※
補
助
金
は
年
度
末
に
幼
稚
園
を

通
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ　
こ
ど
も
課
子
育
て

支
援
班
☎

３
７
２

階層
区分 対象となる保護者の世帯 補助金の額（年額） ひとり親世帯等の特例

第１子 第２子 第３子以降 第１子 第２子 第３子以降
第１
階層 生活保護世帯 308，000円 308，000円 308，000円 308，000円 308，000円 308，000円

第２
階層 市町村民税非課税世帯 272，000円 308，000円 308，000円 308，000円 308，000円 308，000円

第３
階層

市町村民税の所得割額が非
課税の世帯 272，000円 308，000円 308，000円 308，000円 308，000円 308，000円

第４
階層

市町村民税の所得割課税額
が77,100円以下の世帯 187，200円 247，000円 308，000円 272，000円 308，000円 308，000円

第５
階層

市町村民税の所得割課税額
が211,200円の世帯 62，200円 185，000円 308，000円

第６
階層

上記区分以外の世帯
（所得制限なし） − 154，000円 308，000円

＜表＞対象世帯と補助金額

（備考）
１　世帯構成員中２人以上に所得がある場合は、父母とそれ以外の家計の主宰者である扶養義務者の所得割課税額を合算します。
２　所得割課税額については、住宅借入金等特別税額控除前の所得割課税額を用いて、所得階層区分を決定します。
３　表中、第４階層以下の区分に該当する世帯については、年齢に関わらず、保護者と生計を一にする兄または姉を多子計算の算定対
象とします。ただし、第５階層以上の区分に該当する世帯については、小学校３年生以下の兄または姉を多子計算の算定対象とします。
４　途中入退園および休園により、入園料および保育料が在園期間に応じて支払われている場合の補助限度額は、減額して適用します。
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［
保
険
料
の
決
め
方
］

　
保
険
料
は
被
保
険
者（
加
入
者
）

一
人
ひ
と
り
に
か
か
り
ま
す
。
被

保
険
者
全
員
が
等
し
く
負
担
す
る

「
均
等
割
額
」
と
、
所
得
に
応
じ

て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
を
合

計
し
て
、
個
人
ご
と
に
計
算
さ
れ

ま
す
。〈
表
１
〉
参
照

広告

保
険
料
決
定
通
知
書
を
７
月
13
日
㈮
に
発
送
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
Ｑ
＆
Ａ

【
軽
　
減
】

　
所
得
の
低
い
世
帯
に
属
す
る
方

は
、
世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て

「
均
等
割
額
」
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

【
保
険
料
の
納
め
方
】

　
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
「
特

別
徴
収
」
と
、
口
座
振
替
や
納
付

書
で
納
め
る
「
普
通
徴
収
」
の
２

種
類
で
す
。〈
表
２
〉
参
照

●
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
方

　
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
の
受

給
が
あ
り
、
か
つ
介
護
保
険
料
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
合
計

額
が
、
天
引
き
対
象
年
金
（
老
齢

基
礎
年
金
等
）
額
の
半
分
を
超
え

な
い
方
で
す
。

　
保
険
料
は
年
６
回
、
偶
数
月
に

支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
保
険
料
が

直
接
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

　
４
月
・
６
月
・
８
月
の
保
険
料

は
、
ま
だ
年
度
の
保
険
料
額
が
確

定
し
な
い
た
め
、
仮
徴
収
と
し
て

２
月
の
年
金
で
天
引
き
さ
れ
た
額

を
基
準
に
仮
算
定
さ
れ
ま
す
。

　
10
月
・
12
月
・
２
月
の
保
険
料

は
、
本
徴
収
と
し
て
確
定
し
た
保

険
料
か
ら
仮
徴
収
さ
れ
た
額
を
差

し
引
い
た
額
を
３
回
に
分
け
て
天

引
き
さ
れ
ま
す
。

●
普
通
徴
収
の
対
象
と
な
る
方

　

特
別
徴
収
以
外
の
方
が
対
象
で

す
。
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の

８
回
に
分
け
て
、
口
座
振
替
ま
た

は
納
付
書
で
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

　
今
お
持
ち
の
健
康
保
険
証
は
、

７
月
31
日
㈫
に
有
効
期
限
を
迎
え

ま
す
の
で
、
８
月
か
ら
１
年
間
使

用
で
き
る
新
し
い
保
険
証
を
、
７

月
６
日
㈮
に
簡
易
書
留
郵
便
で
発

送
し
ま
す
。
配
達
ま
で
に
２
週
間

程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
医
療
機
関
で
支
払
う
窓
口
負
担

（
自
己
負
担
割
合
）
は
、「
１
割
」

ま
た
は
「
３
割
」
で
す
。
こ
の
割

合
は
、
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
判

定
し
、
更
新
さ
れ
ま
す
。

※
特
別
な
理
由
が
な
く
保
険
料
を

滞
納
し
た
場
合
は
、
有
効
期
間
の

短
い
保
険
証
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
年
金
天
引
き
が
８
月
か
ら
始
ま

り
ま
す

　
次
に
該
当
す
る
方
は
後
期
高
齢

保
険
料
を
８
月
支
給
の
年
金
よ
り

天
引
き
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
　
象　
平
成
29
年
12
月
１
日
～

平
成
30
年
１
月
31
日
ま
で
の
間
に

酒
々
井
町
に
転
入
さ
れ
た
、
も
し

く
は
75
歳
に
な
ら
れ
た
（
昭
和
17

年
12
月
１
日
～
昭
和
18
年
１
月
31

日
生
ま
れ
）
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
被
保
険
者
の
方

　
年
金
天
引
き
を
希
望
さ
れ
な
い

方
は
、
口
座
振
替
に
よ
り
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年

金
天
引
き
停
止
ま
で
に
２
カ
月
程

度
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
役

場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
国
保

年
金
班
☎

１
２
３・１
２
４

Ｑ
質
　
問　
す
で
に
口
座
振
替
の

手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
ま
す
が
、

年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
回
　
答　
あ
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納

付
方
法
は
年
金
天
引
き
（
特
別
徴

収
）
が
原
則
で
す
の
で
、
口
座
振

替
手
続
き
済
み
で
あ
っ
て
も
年
金

天
引
き
が
優
先
さ
れ
、
年
金
天
引

き
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
年
金
天
引
き
を
希
望
し
な
い
方

は「
納
付
方
法
申
出
書（
口
座
振

替
）」を
役
場
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。申
出
書
は
役
場
に
あ
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
を
発
送
し
ま
す

①　均等割額…41,000円
　　加入者全員が等しく負担する額

②　所得割額…加入者の前年の所得に応じて負担する額
　　（前年の所得−33万円）×7.89パーセント

＜表１＞保険料の計算

保　険　料 ① 均等割額 ② 所得割額＝ ＋

＜表 2 ＞保険料の納期区分

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月
10
月
11
月
12
月

１
月

２
月

３
月

特別徴収
（年６回） ○ ○ ○ ○ ○ ○

普通徴収
（年８回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※普通徴収と特別徴収が混在する場合があります
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介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
な

方
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
の

制
度
で
す
。
保
険
料
は
、
介
護
保

険
を
運
営
す
る
た
め
の
大
切
な
財

源
で
す
の
で
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て

い
な
い
場
合
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

保
険
給
付
が
制
限
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　　
保
険
料
は
３
年
に
１
度
見
直
し

が
行
わ
れ
、
今
年
度
は
第
７
期

（
平
成
30
～
32
年
度
）
と
な
り
、

今
後
３
年
間
の
保
険
料
は
、
〈
表

１
〉
の
と
お
り
、
所
得
段
階
に
応

じ
て
10
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。

　
今
回
の
見
直
し
で
は
、
今
後
の

介
護
需
要
の
増
加
に
と
も
な
う
保

険
料
の
値
上
げ
が
見
込
ま
れ
ま
し

た
が
、
町
の
準
備
基
金
の
取
り
崩

し
を
行
う
な
ど
し
て
上
昇
分
を
抑

え
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。
結

果
、
前
回
か
ら
保
険
料
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　介護サービスを利用するには、これまで１
割または２割負担でしたが、今回の見直しに
より、65歳以上の一定以上の所得のある方
は、８月から３割のご負担をいただくことに
なりました。

①��65歳以上の方で、合計所得金額が２２０万
円以上の方
②�単身世帯の場合は年金＋その他の所得＝
３４０万円以上の方（単身で年金収入のみ
の場合は年収３４４万円以上）
③�２人世帯の場合は年金＋その他の所得＝
４６３万円以上の方
※負担割合証は７月中に介護認定者全員に発
送いたしますのでご確認ください。

介
護
保
険
は
支
え
あ
い
の
制
度
で
す

皆
さ
ん
の
保
険
料
が
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
ま
す

＜表2＞平成30年度　介護保険料の納期

所得
段階 対　　　　象　　　者 保険料（年額）

第１
段階

生活保護の受給者、老齢福祉年金の受給者で
世帯全員が住民税非課税の方 21,100円

第２
段階

世帯全員が住民税非課税で、本人の年金収入と
年金以外の所得の合計が80万円以下の方 21,100円

第３
段階

世帯全員が住民税非課税で、本人の年金収入と
年金以外の所得の合計が80万円を超え120万円
以下の方

30,400円

第４
段階

世帯全員が住民税非課税で、本人の年金収入と
年金以外の所得の合計が120万円を超えている方 35,100円

第５
段階

住民税課税世帯の方で、本人の年金収入と年金
以外の所得の合計が80万円以下の方 39,800円

第６
段階

住民税課税世帯の方で、本人の年金収入と年金
以外の所得の合計が80万円を超えている方 46,800円

第７
段階

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が125
万円未満の方 53,800円

第８
段階

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が125
万円以上200万円未満の方 58,500円

第９
段階

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が200
万円以上290万円未満の方 70,200円

第10
段階

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が290
万円以上の方 79,600円

　
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
）の
方
に

平
成
30
年
度
の
介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
を
７
月
中

旬
に
発
送
し
ま
す
。

【
特
別
徴
収
】

　
老
齢
・
退
職
・
遺
族
・
障
害
年

金
な
ど
か
ら
天
引
き
に
よ
っ
て
保

険
料
を
納
付
す
る
方
法
を
特
別
徴

収
と
い
い
ま
す
。
年
額
18
万
円

（
月
額
１
万
５
千
円
）
以
上
受
給

さ
れ
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
、

納
期
は
〈
表
２
〉
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
４
・
６
月
は
仮
の

保
険
料
と
し
て
、
前
年
度
の
２
月

分
と
同
額
の
保
険
料
額
と
な
り
、

７
月
に
年
間
の
保
険
料
が
決
定
さ

れ
た
後
、
８
月
・
10
月
・
12
月
・

２
月
の
保
険
料
で
４
・
６
月
の
保

険
料
を
差
し
引
い
て
調
整
さ
れ
ま

す
。

【
普
通
徴
収
】

　

町
か
ら
発
送
し
た
納
付
書
に

よ
っ
て
、
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
て
い

た
だ
く
方
法
を
普
通
徴
収
と
い
い

ま
す
。
特
別
徴
収
と
な
る
年
金
受

給
者
以
外
の
方
お
よ
び
年
度
途
中

平
成
30
年
度
の
介
護
保
険
料

65
歳
以
上
の
方
の

介
護
保
険
料
の
納
め
方

で
65
歳
に
な
ら
れ
た
方
や
、
他
の

市
区
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
な

ど
が
対
象
と
な
り
、
納
期
は
〈
表

２
〉
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
普
通
徴
収
の
方
は
、
口

座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と

で
簡
単
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
て
便
利
で
す
。

　
お
申
し
込
み
は
、
納
入
通
知
書

に
同
封
さ
れ
た
口
座
振
替
依
頼
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
銀
行
等

届
け
出
印
を
押
印
の
う
え
、
金
融

機
関
等
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

＜表１＞第１号被保険者保険料（65 歳以上の方の保険料）

納　　期　　月

４月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 12 月 31 年
２月

特別徴収 ○ ○ ○ ○ ○ ○

普通徴収 ○ ○ ○ ○ ○ ○

８月から一定以上の所得のある方
利用者負担の割合が変わります

３割負担の対象となる方

問い合わせ　健康福祉課介護保険班
☎ １３１・１３２
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しすいオレンジカフェ　オープン！！ ４つの福祉計画を策定
認知症を地域で支えよう 地域福祉計画・地域福祉活動計画など

対
象
者
を
拡
大 

緊
急
通
報
装
置
設
置
事
業

在
宅
介
護
者
へ 

家
族
介
護
慰
労
金
を
支
給

　
現
在
、
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、

病
気
や
け
が
な
ど
の
緊
急
時
の
連

絡
手
段
と
し
て
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
の

緊
急
通
報
装
置
の
貸
与
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

４
月
よ
り
対
象
範
囲
を
拡
大

し
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

で
世
帯
に
属
す
る
方
の
い
ず
れ
か

が
、
介
護
認
定
者
ま
た
は
重
度
身

体
障
害
者
が
い
る
世
帯
も
対
象
と

な
り
ま
し
た
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
康
福
祉

課
窓
口
で
申
請
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
在
宅
で
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
な
い
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族
を
対
象
に
、
慰
労
金
を

支
給
し
ま
す
。

※
次
の
対
象
要
件
①
～
④
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
方

【
対
　
象
】

①
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
（
町
に

住
民
登
録
の
あ
る
方
）

②
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
方
と
同

居
し
て
い
る
方

③
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
（
同

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
福
祉

班
☎

１
３
５

居
家
族
全
員
が
非
課
税
で
あ
る
こ

と
）

④
過
去
１
年
間
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
（
年
間
７
日
以
内
の
短
期
入

所
は
利
用
可
）
を
利
用
し
な
か
っ

た
方
お
よ
び
医
療
機
関
に
通
算
90

日
間
を
超
え
る
入
院
を
し
て
い
な

い
方
を
主
に
介
護
し
て
い
る
方
に

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
支
給
額
】　
年
間
10
万
円

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
介
護

保
険
班
☎

１
３
１

　オレンジカフェは、身近にある「カフェ」のように気
軽にお茶を飲みながら、認知症の相談を行ったり、参
加者同士が交流して楽しく過ごす、そんな場所です。
　第１回目のミニ講座は、エコトピア酒々井管理栄養
士の秋元恵美さんから、「太っていても栄養失調？水
分不足、脱水で認知症？！元気が出る食事とは？」の
お話です。
　ぜひお気軽にご参加ください。

　平成29年度をもって４つの福祉計画が期間終了と
なり新たな次期計画〈表〉を策定しました。

※ミニ講座は各回11時から11時30分まで行います。
※何時からでもご参加可能です。
内　容　参加者同士の情報交換、交流。介護や専門
職からのアドバイス。ミニ講座。
対　象　認知症の心配がある方や現在治療中の方。
介護をしている方（経験のある方）。認知症に関心
のある方。「ちょっと行ってみたい」「お茶が飲みた
い」などどなたでも参加が可能です。
参加費　無料。（コーヒー、紅茶、クッキーなど提供）
問い合わせ　酒々井町地域包括支援センター（役場
西庁舎１階内）☎（４８１）６３９３

問い合わせ　１～３については健康福祉課福祉班
☎ 133～135、４については健康福祉課介護保険班
☎ 131

日　時 会　場

７月28日㈯　10時～12時 プリミエール酒々井
中央台３-４- １

�８月25日㈯、��９月22日㈯、
10月27日㈯、11月24日㈯
10時～12時

交流サロン井戸端
東酒々井１-１-46

12月22日㈯、１月19日㈯、
�２月23日㈯、３月30日㈯
10時～12時

プリミエール酒々井
中央台３-４- １

計　画 計画概要および計画期間

1 地域福祉計画・
地域福祉活動計画

　地域福祉を推進するため、
地域住民、町、社会福祉協議
会が連携と協働を図っていく
ための行政計画
※平成30年度～平成34年度

2 障害者計画
　障害者のための施策に関す
る事項を定めた計画
※平成30年度～平成34年度

3 障害福祉計画及び
障害児福祉計画

　障害サービス見込量と提供
体制を確保するための計画
※平成30年度～平成32年度

4
高齢者保健福祉計
画及び介護保険事
業計画

　高齢者が住み慣れた地域で
安心して住み続けられる地域
社会を目指して、その体制づ
くりを推進するための計画
※平成30年度～平成32年度

日時と会場

＜表＞福祉計画名と計画概要

ペンダント型の緊急通報装置
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平
成
29
年
度
ま
で
の
国
民
健
康

保
険
税
（
以
下
「
国
保
税
」
）
の

納
付
が
済
ん
で
い
な
い
世
帯
に
は

「
保
険
証
更
新
の
お
知
ら
せ
」
を

発
送
し
ま
す
。
届
き
ま
し
た
ら
、

速
や
か
に
国
保
税
を
納
付
す
る

か
、
納
付
で
き
な
い
場
合
は
「
税

の
窓
口
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
保
険
証
更
新
の
お
知
ら
せ
」

が
届
い
た
世
帯
の
保
険
証
は
、
原

則
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

【
助
成
の
対
象
】

　
35
歳
以
上
で
国
民
健
康
保
険
に

継
続
し
て
加
入
さ
れ
て
い
る
方
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
で
保
険
税
（
料
）

が
納
め
ら
れ
て
い
る
方　

【
利
用
方
法
】

①
契
約
医
療
機
関
に
直
接
連
絡
し

て
日
時
を
予
約
す
る
。

②
保
険
証
を
持
っ
て
役
場
窓
口
で

申
請
し
て
、
利
用
承
認
書
の
交
付

を
受
け
る
。

③
当
日
、
保
険
証
と
利
用
承
認
書

を
持
参
す
る
こ
と
で
〈
表
〉
の
自

己
負
担
額
で
受
診
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
国
保

年
金
班
☎

１
２
４

　
８
月
１
日
か
ら
ご
使
用
に
な
れ

る
保
険
証
を
７
月
中
に
世
帯
主
宛

に
簡
易
書
留
郵
便
で
発
送
し
ま
す
。

届
き
ま
し
た
ら
、
世
帯
の
加
入
状

況
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
古
く
な
っ
た
前
の
保
険

証
は
、
８
月
１
日
以
降
に
各
自
で

処
分
す
る
か
健
康
福
祉
課
国
保
年

金
班
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
資

格
管
理
が
県
単
位
に
な
り
、
上
記

保
険
証
の
一
部
が
変
更
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
町
の
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は

千
葉
県
内
の
平
均
よ
り
高
い
状
況

で
、
平
成
28
年
度
は
県
内
54
保
険

者
中
９
番
目
に
高
い
水
準
で
し

た
。
日
頃
か
ら
、
食
事
・
運
動
・

睡
眠
な
ど
健
康
的
な
生
活
習
慣
を

取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
治

療
な
ど
で
医
療
機
関
を
受
診
す
る

際
は
次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
①
か
か
り
つ
け
の
医
師
・
薬

剤
師
を
決
め
ま
し
ょ
う
。
②
早
め

の
受
診
で
重
症
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。
③
お
薬
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

町
国
民
健
康
保
険
の

医
療
費
に
つ
い
て

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
助
成

国
民
健
康
保
険
税
と
保
険
証

新
し
い
保
険
証
を
発
送
し
ま
す

＜表＞助成の対象となる医療機関

成田赤十字病院
☎0476（22）2311

佐倉厚生園病院
☎043（484）2161

八街総合病院
☎043（443）7311

聖隷佐倉市民病院
☎043（486）0006

成田富里徳洲会病院
☎0476（85）5313

１
日

費　用　額 44,064（71,064）円 41,040（65,880）円 45,360円 42,120（79,920）円 43,200（71,820）円

国保負担額 30,845（49,745）円 28,728（46,116）円 31,752円 29,484（55,944）円 30,240（50,274）円

自己負担額 13,219（21,319）円 12,312（19,764）円 13,608円 12,636（23,976）円 12,960（21,546）円

通
院
２
日

費　用　額 57,024（84,024）円 49,680（74,520）円

※（　）は脳ドックとのセット料金です。
※ご利用料金は、変更になる場合がありますので、ご了承ください。
※費用のうち７割を町が助成しています。
※６月に行われた特定健診との重複受診はできません。
※年に１度は人間ドックか特定健診を受けて、健康寿命を伸ばしま
　しょう。

国保負担額 39,917（58,817）円 34,776（52,164）円

自己負担額 17,107（25,207）円 14,904（22,356）円

１
泊
２
日

費　用　額 64,584（91,584）円 60,480（85,320）円

国保負担額 45,209（64,109）円 42,336（59,724）円

自己負担額 19,375（27,475）円 18,144（25,596）円

国
民
健
康
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国

保
」
）
の
財
政
運
営
は
、
年
齢
構

成
が
高
く
医
療
費
水
準
が
高
い
な

ど
の
構
造
的
な
課
題
を
抱
え
、
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
30
年
4
月
か
ら

国
保
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
、
千
葉
県
も
加
わ
り
、
市
町
村

と
と
も
に
国
保
の
運
営
主
体
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
千

葉
県
が
財
政
運
営
の
中
心
的
な
役

割
を
担
い
、
国
保
財
政
の
安
定
化

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村

は
身
近
な
窓
口
と
し
て
、
保
険
証

の
発
行
や
保
健
事
業
な
ど
を
行
い

ま
す
。
届
け
出
等
は
こ
れ
ま
で
ど

お
り
、
健
康
福
祉
課
国
保
年
金
班

の
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。
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国
民
健
康
保
険
税
（
以
下「
国
保
税
」）は
加
入
者
が
病
気
や
け
が
を
し

た
と
き
の
医
療
費
に
あ
て
ら
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。
平
成
30
年
度
の
納

税
通
知
書
を
７
月
13
日
㈮
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
７
月
か
ら
平
成
31
年
６
月
分
の
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納

付
猶
予
申
請
受
け
付
け
を
７
月
２
日
㈪
か
ら
健
康
福
祉
課
国
保
年
金
班
の

窓
口
で
開
始
し
ま
す
。
申
請
に
は
年
金
手
帳
、
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。　

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書

は
７
月
13
日
㈮
に
発
送
し
ま
す

　
課
税
限
度
額（
課
税
の
上
限
額
）

を
、
医
療
分
・
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
・
介
護
分
そ
れ
ぞ
れ
、
４
万

円
ず
つ
引
き
上
げ
ま
し
た
。
詳
細

は
、〈
表
〉
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
国
保
税
は
、
医
療
費
等
の
支
出

を
目
的
に
算
定
さ
れ
る
医
療
分

と
、
75
歳
以
上
の
方
の
医
療
を
支

援
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
、

40
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
は
介
護

保
険
第
２
号
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
の
で
介
護
分
を
合
わ
せ
て
算
定

し
ま
す
。税
率
に
つ
い
て
は
、〈
表
〉

の
と
お
り
で
す
。

　
国
保
税
は
、
納
付
書
で
町
が
定

め
る
金
融
機
関
や
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
て
い
た
だ
く

方
法
、
口
座
振
替
で
納
め
て
い
た

だ
く
方
法
と
世
帯
主
の
年
金
か
ら

の
天
引
き
に
な
る
年
金
特
別
徴
収

の
３
通
り
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳
未
満

で
構
成
さ
れ
る
世
帯
は
、
原
則
、

年
金
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
が
、

届
け
出
に
よ
り
口
座
振
替
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
税
務
住
民
課
住
民
税
班
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
付
に
関
す
る
ご
相
談

は
、
窓
口
や
電
話
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険（
以
下「
国
保
」）

は
、
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
と
な

り
ま
す
。

　
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い

な
い
場
合
で
も
納
税
通
知
書
は
世

帯
主
あ
て
に
送
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
税
務
住
民
課
住
民

税
班
☎

１
１
１
～
１
１
３

納
付
相
談　
税
務
住
民
課
収
税
班

☎

１
１
６
～
１
１
８

課
税
限
度
額
が

変
更
に
な
り
ま
し
た

納
税
通
知
書
は

世
帯
主
あ
て
に
送
ら
れ
ま
す

国
保
税
の
納
付
方
法

保
険
税
率
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん

＜表＞平成30年度国民健康保険税の税率

区　分 課税対象
税　率　等

医療分 後期高齢者支援分金 介護分

所得割 平成29年中の総所得金額から33万円を差し引いた額 5.6％ 2.7％ 1.4％
資産割 平成30年度の土地・家屋に係る固定資産税額 25.0％
均等割 加入者 1人当たり 23,000 円 6,400 円 13,000 円
平等割 加入世帯 1世帯当たり 31,200 円

課税限度額 510,000 円 160,000 円 130,000 円

国
民
年
金
保
険
料
免
除・納
付
猶
予

申
請
受
け
付
け
を
７
月
２
日
㈪
か
ら
開
始
し
ま
す

【
全
額
免
除
】

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
全
額
免
除

承
認
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
納
付
済
み
期
間
と
同
じ
扱
い

と
な
り
、
年
金
額
に
も
一
部
反
映

さ
れ
ま
す
。

【
一
部
免
除
】

　
日
本
年
金
機
構
が
承
認
し
た
一

部
保
険
料
を
納
付
す
れ
ば
、
そ
の

期
間
は
納
付
済
み
期
間
と
同
じ
扱

い
と
な
り
、
年
金
額
に
も
一
部
反

映
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
一
部
保
険

料
が
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
未
納

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
失
業
に
よ
る
特
例
】

　
退
職
後
、
特
定
の
書
類
（
雇
用

保
険
関
係
書
類
・
辞
令
な
ど
）
を

お
持
ち
の
方
は
免
除
審
査
基
準
が

緩
和
さ
れ
ま
す
。
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
納
付
猶
予
】

　
50
歳
未
満
の
方
が
該
当
す
る
場

免
除
・
猶
予
の
種
類

合
が
あ
り
ま
す
。
承
認
を
受
け
た

期
間
に
つ
い
て
は
、
納
付
済
み
期

間
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
学
生
の
方
は
学
生
納
付
特
例
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
先
に
記
し
た
免
除
制
度
は
、
い

ず
れ
も
所
得
審
査
が
あ
り
ま
す
。

審
査
の
対
象
と
な
る
の
は
本
人
と

配
偶
者
と
世
帯
主
の
平
成
29
年
中

の
所
得
で
す
。

※
納
付
猶
予
制
度
の
申
請
の
場
合

は
、
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
が
審

査
対
象
で
す
。

　
全
額
免
除
と
納
付
猶
予
の
継
続

審
査
を
承
認
さ
れ
て
い
る
方
は
、
改

め
て
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

審
査
結
果
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
国
保

年
金
班
☎

１
２
１・１
２
２

継
続
審
査
承
認
者
の
方

所
得
審
査
が
あ
り
ま
す
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住民によるまちづくり報告します！
わたしたちの住民活動

　５月19日に役場分庁舎２階第２多目的室で「平成29年度
住民公益活動補助金実績報告会」が開催され、〈表〉のとお
り、平成29年度に住民公益活動補助金を受けた６団体から
各事業の成果と効果、感想などについての発表がありまし
た。事業を評価する審査委員からは、日頃の活動に感謝の言
葉と今後の課題などを含めた意見が出されました。様々な質
疑応答が交わされ、皆さんのまちづくり活動に一層の期待と
関心が寄せられました。
問い合わせ　住民協働課活動推進班☎ ３６２

実績報告会の様子

団　体　名 事　業　名 事　業　の　概　要
おやこカフェ
酒々井

まちライブラリーとチャ
レンジワークショップ

民間事業者の一室を私設図書館、チャレンジワークショップとして不定期開放し、
子どもも大人も楽しめるコミュニティづくりを目指します。

駅文庫ボランティ
アグループ

町民からの寄贈図書
の無償貸し出し事業 

町内の読書愛好家のもとに保管されている愛蔵本の寄贈を受けて、貸本として利便
性の高い駅で、無償で利用できる仕組みを作り継続することによって、愛蔵本の再
利用を図り町内在住者の知的水準の向上と読書愛好者および青少年・幼児等への便
宜を提供しようとするボランティア活動。

井戸端友の会
地域の絆づくり「子
育て支援及び高齢者
の健康づくり」活動

これからの酒々井町を担う、子育て世代の町民に交流の場を提供し、世代間の交流・
町民の絆づくりを目標に活動を行い、子育て支援事業を通して酒々井町の活性化に
寄与すべく、地域の絆づくりに取り組む。

酒々井町レンタサ
イクルの会

酒々井町におけるレ
ンタサイクルの運営

酒々井町には文化遺産・商業施設(地元事業者)が多く存在するが、町内・町外への
認知度は今一歩である。そこで、町内周遊が手軽にできる手段として、レンタサイ
クルを運営し、町内・町外の方々に町の良さを知ってもらう。

酒々井おもちゃの
病院

酒々井おもちゃの病
院の活動によるキッ
ズとシニアへの地域
貢献

故障したおもちゃを再生することで、直す＝(イノチ)とモノを大事にすることや、
おもちゃの知育による学習能力の向上、動くことへの探求心の育成などを通し子育
てに優しいまちづくりと、ボランティアのドクターを募り、シニアの活動の場づく
りも提供する。

墨ウエルカムロー
ド実行委員会

墨ウエルカムロード
周辺クリーンアップ
作戦

県道沿いで荒れたままになっている畑、耕作していない畑を無償で借り受け、クリー
ンにして花を植え、景観維持をする。訪れる人々に爽やかな楽しい気持ちになって
いただくと同時に、地域、町のクオリティーも上がる。自分たちでできることから
始め、やがては協働のまちづくりへと発展させていく。

＜表＞平成29年度補助対象事業一覧

皆様のおかげで10周年
これからもよろしくお願いします！
庭の手入れ　屋内外片付け　家具移動　家事支援
襖・障子の張替　その他お気軽に☎相談ください

新会員募集中：60歳以上で、健康で働く意欲のある方

（公社）酒々井町シルバー人材センター

☎ 043-496-4077
（土・日・祝日を除く）

酒々井町酒々井167－5

広告
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水辺は危険

水稲の病害虫を防除します

特定外来生物

水道メーターを交換します

社会を明るくする運動
　７月は、『社会を明るくする運動』～犯罪
や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチ
カラ～強調月間として、全国でさまざまな運
動が行われます。この運動は、すべての国民
が犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更
生について理解を深め、それぞれの立場にお
いて力を合わせ、犯罪や非行のない安全・安
心な地域社会を築こうとする全国運動です。
　町でも７月３日㈫、朝の出勤時間帯にＪＲ
酒々井駅と京成酒々井駅で町長、保護司会、
更生保護女性会、民生委員児童委員協議会、
ＰＴＡ連絡協議会、青少年相談員連絡協議
会、社会福祉協議会が啓発活動を行います。
　皆さんも、罪を犯した人たちが更生して円
滑に社会復帰できるよう、この運動の趣旨を
ご理解のうえ、犯罪や非行のない安全・安心
な地域社会づくりにご協力ください。
問い合わせ　健康福祉課福祉班☎ １３５

　町植物防疫協会では、病害虫の防
除効果を高め高品質な米生産と、農
業者の省力のため、水稲の共同防除を実施します。
日　時　７月21日㈯　４時30分～９時ごろ
※天候により、実施期日が変更になる場合があります。
散布地域　町内全域の散布希望水田
※薬剤は、農薬取締法に基づいたものが使用され、無人ヘリコ
プターでの散布は、周辺への飛散の心配はありませんが、念の
ため次のことに注意してください。
■防除実施中の水田へは立ち入らないでください。
■水田付近には、自転車を止めないでください。
■万一、薬剤が身体や車両等にかかった場合は、速やかに水で
洗い流してください。
※この時期は、近隣市町でも農薬を散布しますのでご注意ください。
問い合わせ　経済環境課農政振興班☎ ３４１・３４３

　５～７月ごろにかけて、鮮やかな黄
色い花をつけるオオキンケイギクを道端
などで見かけます。このオオキンケイギクは、国の「特定外来生
物」に指定され、家庭で栽培することなどが禁止されています。
　繁殖力が強く、他の植物の生育に大きな影響を与えるため、
自宅周辺や庭などで見つけた場合は、飛散に注意しながら、駆
除するようお願いします。
【駆除する際の注意点】　　　　
■地下茎で増殖するため、根ごと抜き取ってください。
■抜き取ったら、種子の飛散を防ぐため、ビニール袋に入れ
て、枯れるまで放置します。
■枯れたら可燃ごみとして出してください。
■自宅で埋めたり、焼却することはしないでください。
特定外来生物とは・・・外来生物法により、生態系などに被害
を及ぼすものとして指定された生物です。
　これに指定された生物を飼育・栽培・保管・運搬・販売・譲
渡・輸入することなどは、原則禁止されています。
問い合わせ　経済環境課環境対策室☎ ３４２・３４４

　皆さんのご家庭に取り付けてある水
道メーターは、法令等により有効期間
が８年と定められています。
　この有効期間が満了となるご家庭には、８月から３月にかけ
て、町の指定給水装置工事事業者が訪問し、水道メーターを無料
で交換します。交換の対象となるご家庭には、別途お知らせを配
布します。交換がしやすいようにメーターの周りに物を置いたり
犬をつないだりしないようご協力をお願いします。交換に伴い業
者が水道管の清掃や作業のあっせんを行うことはありません。水
道メーターを交換した後に水道を使用するときは、少しの間、水
を流してきれいになったことを確認してからお使いください。
　交換作業は町が発行した身分証を携帯した業者が行います。
問い合わせ　上下水道課工務班☎(４９６）７７２５

　印旛沼周辺には、多くの土地改良施設があ
り、施設の周辺は大変危険な場所です。
　夏休みに入ると毎年、水辺での死亡事故など
が新聞やテレビで報道されますので、次のような
場所には、近づかないよう注意をしてください。
　特に、小さい子どもは、どのような場所が
危険なのか判断できません。
家族の皆さんで十分注意して
あげてください。

　水田の水管理をするため、この付近は、見
た目よりはるかに流れが速く強
力で大変危険です。また、大き
なポンプを運転するため高圧の
電気を使用しています。

　揚水機場でくみ上げた水は、水路を通り、
遠くの水田まで水を供給します。このため、
水の流れが速くその先が地下埋設管となって
いる場合もあり、小水路も危
険な場所です。
　また、水槽は大変深くなっ
ており危険な場所です。

　この付近は滝つぼのように深くなっていて
大変危険な場所です。遊んでいる子どもを見
かけたら一声かけて注意してください。
問い合わせ　印旛沼土地改良区☎（４８４）
１１５５

子どもを見かけたら注意を

無人ラジコンヘリコプター

オオキンケイギクの駆除にご協力ください

８月から来年３月まで

揚排水路機場の付近

堰、水門、落差工

用水路、排水路、吐き出し水槽、分水槽
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サマージャンボ宝くじ
（2018年市町村振興宝くじ）

販売期間：７月９日㈪～８月３日㈮
抽 選 日：８月14日㈫
　ご購入は、ぜひ“千葉県内”の宝くじ売り場で!!
　この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよいまちづくり
や地域住民の福祉向上のために使われます。

賞金は１等・前後賞合わせて７億円！

申込期限　掲載希望月の前々月の25日まで
　　　　　９月号掲載希望者は７月25日㈬までに
広告の規格・掲載料
1号広告　縦4.5cm×横8.6cm　�5,000円／回
2号広告　縦4.5cm×横18cm　�10,000円／回
3号広告　縦9.8cm×横18cm　�20,000円／回
※詳しくは町ホームページをご覧いただくか、企画財政課広
報広聴班までお問い合わせください。
問い合わせ　企画財政課広報広聴班☎ ２２３

「広報ニューしすい」有料広告でＰＲしてみませんか！

（
初
級
職
）
の
ご
案
内

町
職
員
採
用
試
験

平成30年度

職種 一般行政初級 社会福祉主事

採用予定人数 ２人程度 １人程度
試験科目およ
び 試 験 時 間

一般教養（択一式）１時間 15分
作文　　　　　　　１時間

一般教養（択一式）２時間
専門試験（択一式）２時間

一 般 教 養 の
試 験 程 度 高校卒業程度 高校卒業程度

受 験 資 格
平成９年４月２日から平成13年４月
１日までに生まれた方（学歴不問）

昭和58年４月２日以降に生まれた方で、社会福
祉主事任用資格を有する方、または平成30年度
中に任用資格取得見込みの方（学歴不問）

＜表＞募集職種および受験資格等

　
町
で
は
、
平
成
31
年
４
月
採
用

の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
今
回
募

集
す
る
職
種
な
ど
は
〈
表
〉
の
と

お
り
で
す
。

　
第
１
次
試
験
は
、
印
旛
郡
市
職

員
採
用
共
同
試
験
で
行
い
ま
す
。

試
験
日　
９
月
16
日
㈰

　
第
２
次
試
験
は
、
第
１
次
試
験

の
合
格
者
に
後
日
通
知
し
ま
す
。

会
　
場　
佐
倉
市
立
佐
倉
中
学
校

（
佐
倉
市
）

受
付
期
間　
７
月
23
日
㈪
か
ら
８

月
６
日
㈪　

※
郵
送
は
８
月
６
日
㈪
の
消
印
ま

で
有
効

受
験
申
込　
受
験
申
し
込
み
な
ど

に
つ
い
て
は
、
採
用
試
験
案
内
ま

た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
募
集
・

採
用
」を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
採
用
試
験
案
内
お
よ
び
申
込
用

紙
な
ど
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
印
刷
で
き
る
ほ
か
、
総
務
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

　
郵
送
希
望
者
は
、
総
務
課
総
務

班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

資
料
請
求･

問
い
合
わ
せ　

総
務

課
総
務
班
☎

２
１
３

岩
橋
保
育
園
臨
時
保
育
士・臨
時
看
護
師・

時
間
外
保
育
士・土
曜
出
勤
保
育
士

住
宅・土
地
統
計
調
査
の
統
計
調
査
員
を
大
募
集
中

募
集
人
員　
数
人

勤
務
期
間　
採
用
日
～
平
成
31
年

３
月
31
日

勤
務
時
間　
①
臨
時
保
育
士
、
②

臨
時
看
護
師　
８
時
30
分
～
17
時

15
分　
③
時
間
外
保
育
士　
７
時

～
８
時
30
分
、
16
時
30
分
～
20
時

④
土
曜
出
勤
保
育
士　
９
時
～
18

時※
勤
務
時
間
や
曜
日
に
つ
い
て
は
、

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

勤
務
場
所　
岩
橋
保
育
園

賃
　
金　
①
・
③
・
④
時
給
１
２

０
０
円
、
②
時
給
１
３
０
０
円

■
統
計
調
査
員
と
は

　

国
勢
調
査
な
ど
各
種
統
計
調
査

を
は
じ
め
と
す
る
統
計
調
査
の
事

務
を
担
う
非
常
勤
の
公
務
員
で
す
。

■
統
計
調
査
員
に
な
る
要
件

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す

方
で
す
。

①
責
任
を
も
っ
て
調
査
事
務
を
遂

行
で
き
る
方
、
②
調
査
に
よ
り
知

り
得
た
情
報
の
秘
密
を
守
れ
る

方
、
③
原
則
と
し
て
満
20
歳
以
上

の
健
康
な
方
、
④
税
務
、
警
察
、

選
挙
な
ど
に
直
接
関
わ
ら
な
い
方

（
交
通
費
は
規
定
に
よ
り
支
給
）

そ
の
他　
有
給
、
保
険
な
ど
あ
り

（
一
定
の
基
準
あ
り
）

※
嘱
託
員
に
は
割
増
賃
金
も
支
給

さ
れ
ま
す
。

応
募
資
格　
保
育
士
、
看
護
師
資

格
を
お
持
ち
の
方

応
募
方
法　
①
嘱
託
員
等
登
録
申

込
書　
②
履
歴
書
と
保
育
士
証
の

写
し
の
一
部
を
持
参
の
う
え
、
岩

橋
保
育
園
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
後
日
、
面
接
を
行
い
ま
す
）

問
い
合
わ
せ　
酒
々
井
町
立
岩
橋

保
育
園
☎
（
４
９
６
）
１
６
２
５

■
統
計
調
査
の
お
仕
事
は

・
調
査
員
事
務
説
明
会
へ
の
出
席

・
担
当
調
査
票
の
地
図
や
リ
ス
ト

　
の
作
成

・
調
査
票
の
配
布
・
回
収
・
審
査
・

　
提
出

■
募
集
す
る
統
計
調
査
は

　
８
月
下
旬
よ
り
、
５
年
に
１
度

行
わ
れ
る
「
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。
住
宅
や
土

地
の
保
有
状
況
、
世
帯
の
居
住
状

況
な
ど
の
項
目
を
調
査
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課
広
報

広
聴
班
☎

２
２
３

至急
募集
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日
　
時　
７
月
14
日
㈯　
園
児
・

平
成
29
年
度
卒
園
児
は
16
時
開

始
、
一
般
の
方
は
16
時
30
分
開
始

～
18
時
30
分
（
雨
天
決
行
）　

会
　
場　
岩
橋
保
育
園
の
園
庭

内
　
容　
各
種
ゲ
ー
ム
、
模
擬
店

を
準
備
し
て
お
待
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
岩
橋
保
育
園

☎
（
４
９
６
）
１
６
２
５

��

「
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
／
シ
ン
グ
」を
上
映

し
ま
す
。
誰
も
が
き
っ
と
歌
い
だ

し
た
く
な
り
、
元
気
に
な
れ
る
ア

ニ
メ
で
す
。
上
映
前
に
は
紙
芝
居

の
会
に
よ
る
紙
芝
居「
酒
の
井
」

の
上
演
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
も

大
人
も
み
ん
な
で
楽
し
め
ま
す
。

星
空
の
下
、
み
ん
な
で
映
画
を
見

ま
せ
ん
か
。

日
　
時　
７
月
21
日
㈯　
18
時
45

分
～
21
時

会
　
場　
役
場
駐
車
場

※
雨
天
時
、
中
央
公
民
館
講
堂

入
場
料　
無
料（
事
前
申
し
込
み

不
要
）

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
社
会

教
育
班
☎
（
４
９
６
）
５
３
３
４

星
空
の
映
写
会

�　
夏
休
み
子
ど
も
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
夏
休
み
の
思
い
出
作
り
に

も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
「
紙
で
昆
虫
を
作
ろ
う
」

　
ペ
ー
パ
ー
イ
ン
セ
ク
ト
（
紙
型

昆
虫
標
本
）
を
作
り
ま
す
。

日
　
時　
７
月
24
日
㈫　
13
時
30

分
～
16
時
30
分

募
集
人
数　
町
内
の
小
学
生
３
年

生
以
上
の
親
子
10
組
20
人
（
児
童

の
み
の
参
加
不
可
）

②
「
土
器
ッ
と
古
代
教
室
」

　
石
を
削
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア

ク
セ
サ
リ
ー（
勾
玉
）を
作
り
ま
す
。

日
　
時　
７
月
28
日
㈯　
13
時
30

分
～
15
時

募
集
人
数　
町
内
小
学
生
20
人

〈
共
通
事
項
〉

会
　
場　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井

会
議
室

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
７
月
１
日
㈰
の
９
時

か
ら
電
話
ま
た
は
窓
口
で
受
け
付

け
開
始
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
町
立

図
書
館
☎
（
４
９
６
）
８
６
８
２

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
２
年
後
に
迫
る
中
、

順
天
堂
大
学
の
協
力
を
得
て
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し

な
が
ら
学
ぶ
講
座
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
学
校
の
授
業
で
は
体
験
で

き
な
い
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
、
有

意
義
な
夏
休
み
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

日
　
時

第
１
回　
７
月
29
日
㈰

講
義
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
っ
て
な

ん
だ
ろ
う
」

実
技
「
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
体
験
し
よ
う
」

第
２
回　
８
月
２
日
㈭

講
義
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー

ツ
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」

実
技
「
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
を
体
験
し

よ
う
」

第
３
回　
8
月
8
日
㈬

講
義
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
障
害

を
知
ろ
う
」

実
技
「
ボ
ッ
チ
ャ
を
体
験
し
よ
う
」

（
い
ず
れ
も
10
時
～
12
時
）

会
　
場　
中
央
公
民
館
講
堂

対
　
象　
町
内
在
住
の

小
学
4
年
生
か
ら
中
学

生
で
原
則
全
３
回
出
席

で
き
る
方

定
　
員　
50
人

（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

主
　
催　
町
教
育
委
員
会

申
込
方
法　

７
月
20
日
㈮
ま
で

に
、
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
☎
（
４

９
６
）
５
３
３
４

日
　
時　
８
月
４
日
㈯　
盆
踊
り

大
会　
19
時
～
21
時
30
分

奉
納
花
火
大
会　
20
時
ご
ろ
（
雨

天
の
場
合
は
８
月
５
日
㈰
）

内
　
容　
ビ
ン
ゴ
、
模
擬
店
（
か

き
氷
、
焼
き
そ
ば
、
ア
メ
リ
カ
ン

ド
ッ
グ
な
ど
）

会
　
場　
西
蔵
院
境
内

問
い
合
わ
せ　
中
川
祭
礼
委
員
会

本
部
長　
三
橋
正
幸
☎（
４
９
６
）

０
５
２
７

岩
橋
保
育
園

　
　
夕
涼
み
会

（
保
護
者
会
主
催
）
　「
夏
休
み

　
　
子
ど
も
教
室
」

自
由
研
究
の
テ
ー
マ
は

　
　
も
う
こ
れ
で
決
ま
り
！

（
青
少
年
相
談
員
事
業
）

中
川
奉
納
盆
踊

「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
学
ぼ
う
！
」

酒
々
井
町･

順
天
堂
大
学
連
携
事
業

夏夏夏夏
の
思
い
出
を

　

  

つ
く
ろ
う
！

の
思
い
出
を

　

  

つ
く
ろ
う
！

の
思
い
出
を

　

  

つ
く
ろ
う
！

の
思
い
出
を

　

  

つ
く
ろ
う
！
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講
演
会
【
ぼ
く
は
13
歳
　
職
業
、

兵
士
。
～
ウ
ガ
ン
ダ
の
元
子
ど
も

兵
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
～
】

�

「
す
べ
て
の
生
命
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
社
会
の
実
現
」
を
目

指
し
活
動
し
て
い
る
、
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の

栗
田
佳
典
氏
に
よ
る
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

　
途
上
国
へ
実
際
に
足
を
運
ん
で

い
る
栗
田
さ
ん
の
お
話
は
、
途
上

国
の
残
酷
な
現
状
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
講
演
会
を
通
じ
て
、
争
い
の
な

い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
「
私
た

ち
に
何
が
で
き
る
の
か
」
を
改
め

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
演
会
・
朗
読
会
の
お
知
ら
せ

人
権
教
育
セ
ミ
ナ
ー

朗
読
会
【
今
一
度
「
平
和
」
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
】

　
町
は
平
成
元
年
に
「
平
和
都
市

宣
言
」
を
行
っ
て
以
来
、
毎
年

「
平
和
を
願
い
、
考
え
る
」
こ
と

を
テ
ー
マ
と
し
た
行
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
朗
読
奉
仕
グ

ル
ー
プ
「
虹
」
に
よ
る
「
ド
ー
ム

が
た
り
（
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド

作
）」の
朗
読
会
を
上
映
し
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
家
族
で
、

「
平
和
」
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま

し
ょ
う
！

期
　
日　
７
月
26
日
㈭

受
　
付　
13
時
30
分
～

講
演
会　
14
時
～
15
時
20
分

講
　
師　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
テ

ラ・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス　
栗
田
佳
典
氏

朗
読
会　
15
時
20
分
～
15
時
40
分

会
　
場　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井

文
化
ホ
ー
ル

定
　
員　
３
５
０
人
（
先
着
順
・

事
前
申
し
込
み
不
要
）

参
加
費　
無
料

問
い
合
わ
せ　
講
演
会
は
生
涯
学

習
課
社
会
教
育
班
☎
（
４
９
６
）

５
３
３
４

朗
読
会
は
企
画
財
政
課
企
画
・
地

方
創
生
推
進
室
☎

２
２
４

　
参
加
者
が
主
体
と
な
っ
て
実
施

す
る
「
酒
々
井
町
町
民
文
化
祭
」

が
10
月
28
日
㈰
か
ら
11
月
４
日
㈰

ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
文
化

祭
に
出
品
や
出
演
を
希
望
す
る
団

体
・
サ
ー
ク
ル
・
個
人
の
方
々
を

募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
日
頃
の

学
習
成
果
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
小
中
学
生
や
高
校
生
の
お
申

し
込
み
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
文
化
祭
を
充
実
し

た
内
容
と
す
る
た
め
、
「
町
民
文

化
祭
運
営
委
員
会
」
が
中
心
と

な
っ
て
企
画
・
運
営
な
ど
を
行

い
、
出
品
・
出
演
者
主
体
で
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
日
程
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
、
中
央
公
民
館
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
資
格　
町
内
在
住
ま
た
は
在

勤
者
の
方
、
社
会
教
育
関
係
団

体
、
町
文
化
協
会
所
属
団
体

申
込
方
法　
中
央
公
民
館
で
用
意

す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
７
月
15
日
㈰

※
月
曜
日
を
除
く

問
い
合
わ
せ　
中
央
公
民
館

☎
（
４
９
６
）
５
３
２
１

　
町
で
は
、
毎
年
、
60
歳
を
迎
え

る
方
々
を
対
象
と
し
て
「
盛
年

式
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
年

度
は
平
成
31
年
２
月
24
日
㈰
に
開

催
す
る
予
定
で
す
。

　
「
盛
年
式
」
は
、
対
象
と
な
る

方
々
と
町
で
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
式
ま
で
数
回
の
会
議
を
行

い
、
式
の
内
容
を
企
画
し
、
開
催

し
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
本
年
度

60
歳
を
迎
え
る
方
々
で
、
実
行
委

員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

※
「
盛
年
式
」
は
、
60
歳
を
迎
え

る
方
々
の
人
生
の
節
目
を
祝
福
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
人
生
を
充

実
さ
せ
る
た
め
個
々
の
培
っ
た
力

を
地
域
で
生
か
す
契
機
の
場
と
し

て
開
催
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
数　
５
人
程
度
（
昭
和
33

年
４
月
２
日
～
昭
和
34
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方
）

応
募
締
切　
７
月
23
日
㈪

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
生
涯

学
習
課
社
会
教
育
班
☎（
４
９
６
）

５
３
３
４

　
syougaku@

tow
n.shisui.

chiba.jp�

期
　
日　
８
月
25
日
㈯

※
雨
天
の
場
合
は
９
月
１
日
㈯
に

延
期
し
ま
す
。

集
合
時
間　
中
学
生　
８
時
～

　
　
　
　
　
一　
般　
11
時
～

会
　
場　
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト競
技
種
目　
中
学
生
男
子
ダ
ブ
ル

ス
、
中
学
生
女
子
ダ
ブ
ル
ス
、
一

般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
一
般
女
子
ダ

ブ
ル
ス

※
ペ
ア
が
組
め
な
い
方
は
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

対
　
象　
町
内
在
住
・
在
勤
者

参
加
費　
中
学
生
…
無
料

　
　
　
　
一　
般
…
５
０
０
円

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

申
込
期
限　
８
月
８
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
町
体

育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
専
門
部　

浪
岡
☎
（
４
９
６
）
２
６
８
９

第
53
回
町
民
文
化
祭

〜
日
頃
の
学
習
成
果
を

　
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

盛
年
式
実
行
委
員
募
集

町
民

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

60
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ

　
講
師
　
栗
田
　
佳
典 

氏

▼
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ド
イ
ツ
・
ド
ル
フ
ェ
ン
市
か
ら

20
人
の
生
徒
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

ド
イ
ツ
・
ド
ル
フ
ェ
ン
市
か
ら

20
人
の
生
徒
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　
５
月
29
日
よ
り
、
ド
イ
ツ
・
ド

ル
フ
ェ
ン
市
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
校
の

中
学
２
年
生
か
ら
高
校
２
年
生
ま

で
20
人
の
生
徒
が
、
酒
々
井
町
で

６
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い

ま
し
た
。
ド
ル
フ
ェ
ン
市
は
、
人

口
約
１
万
５
千
人
ほ
ど
の
町
で
、

ド
イ
ツ
・
バ
イ
エ
ル
ン
州
上
部
地

区
の
東
に
あ
り
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
空

港
か
ら
ほ
ど
近
く
に
あ
り
ま
す
。

　
５
月
30
日
に
は
、
酒
々
井
中
学

校
で
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
酒
々
井
中
の
生
徒
が

吹
奏
楽
の
演
奏
や
校
歌
の
斉
唱
、

英
語
に
よ
る
町
の
紹
介
を
行
い
、

ド
ル
フ
ェ
ン
市
の
生
徒
か
ら
は
、

ド
ル
フ
ェ
ン
市
に
つ
い
て
の
紹
介

や
民
族
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
伝

統
の
踊
り
、
音
楽
演
奏
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

師
の
皆
さ
ま
に
ご
指
導
い
た
だ
い酒々井中学校での交流会

ホストファミリー・ホストスチューデントとのお別れ

た
琴
体
験
、
茶
道
体
験
、
居
合
道

見
学
で
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
に

直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
ど
の

生
徒
も
熱
心
に
観
て
、
聴
い
て
、

演
奏
し
て
、
味
わ
い
ま
し
た
。

　
す
べ
て
の
生
徒
が
、
素
晴
ら
し

い
体
験
を
実
現
し
て
く
だ
さ
っ
た

町
民
の
皆
さ
ま
に
大
変
感
謝
し
て

い
ま
し
た
。

　
６
月
４
日
の
朝
の
見
送
り
の
際

は
、
生
徒
た
ち
を
受
け
入
れ
た
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
多
く
の
方

が
集
ま
り
ま
し
た
。
６
日
間
を
共

に
過
ご
し
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
や
ホ
ス
ト
ス
チ
ュ
ー
デ
ン

ト
、
ド
ル
フ
ェ
ン
市
の
生
徒
た
ち

は
涙
を
流
し
て
別
れ
を
惜
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　
９
月
に
は
町
か
ら
も
７
人
の
生

徒
が
ド
ル
フ
ェ
ン
市
へ
派
遣
さ
れ

る
予
定
で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や

現
地
校･

地
域
の
人
々
と
の
交
流

を
行
う
こ
と
で
、
さ
ら
に
両
市
町

の
絆
を
強
く
し
、
国
際
交
流
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課
学
校

教
育
班
☎

３
１
１

茶道体験 琴体験
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県
無
形
民
俗
文
化
財
。
１
７
３

４
年
に
墨
村
の
鎮
守
六
所
神
社
の

社
殿
を
新
築
し
、
そ
の
遷
宮
式
に

奉
納
す
る
た
め
、�

出
羽
国
羽
黒

山
か
ら
師
を
招
い
て
伝
授
を
う
け

た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
例
年
７
月
の
中
旬
に
墨
の

六
所
神
社
で
演
舞
さ
れ
ま
す
。

日
　
時　
7
月
15
日
㈰　
　
　
　

15
時
ご
ろ
～�

　
５
月
26
日
に
、
千
葉
市
で
千
葉

氏
に
所
縁
の
あ
る
市
町
の
首
長
が

集
ま
り
「
第
２
回
千
葉
氏
サ
ミ
ッ

ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
首
長

た
ち
は
中
世
の
衣
装
を
着
て
馬
に

跨
り
、
千
葉
市
内
を
騎
馬
武
者
と

　
町
無
形
民
俗
文
化
財
。
鎮
守
香

取
神
社
の
祭
礼
と
し
て
、
江
戸
時

代
か
ら
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
五
穀

豊
穣
、
家
内
安
全
、�

悪
疫
退
散

な
ど
の
願
い
を
か
け
て
演
舞
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
例
年
７
月
の
中
旬
に
馬
橋
の
香

取
神
社
で
演
舞
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
　
時　
７
月
21
日
㈯　

17
時
ご
ろ
～

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
文
化

財
班
☎
（
４
９
６
）
５
３
３
４

「
馬
橋
の
獅
子
舞
」

「
墨
の
獅
子
舞
」

伝
統
の
舞
を
見
よ
う
！

共
に
巡
行
し
、
沿
道
に
は
多
く
の

人
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
騎
馬
武
者
行
列
終
了
後
、
会
議

形
式
で
の
サ
ミ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、

第
一
回
サ
ミ
ッ
ト
開
催
後
に
各
市

町
で
行
わ
れ
た
地
方
創
生
へ
の
取

り
組
み
や
、
今
後
の
連
携
の
方

策
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。

　
酒
々
井
町
は
本
佐
倉
城
の
保

存
整
備
事
業
や
酒
々
井･

千
葉

氏
ま
つ
り
の
開
催
な
ど
に
つ
い

て
報
告
を
行
っ
た
ほ
か
、
各
自

治
体
か
ら
も
様
々
な
取
り
組
み

の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
今
後
の
連
携
事
業
と
し
て

は
、
参
加
自
治
体
間
の
児
童
交

流
や
郷
土
に
関
す
る
知
識
の
普

及
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
自
治
体
の
出
展

ブ
ー
ス
で
は
酒
々
井
町
も
観
光

Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
続
日
本
１
０
０

名
城
に
認
定
さ
れ
た
本
佐
倉
城

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
文

化
財
班
☎
（
４
９
６
）
５
３
３

４

千
葉
氏
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催

第
２
回
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の
が
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
班
☎
（
４
９
６
）
５
３
３

４

順天堂大学第71回啓心寮寮祭

裸まつりが開催

　
春
季
町
民
卓
球
大
会
が
５
月
13

日
、
酒
々
井
小
学
校
体
育
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
54
人
の

参
加
が
あ
り
、
各
部
門
に
分
か
れ

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
大
会
で
入
賞
し
た
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
一
般
男
子
】

優　
勝　
越こ
し
か
わ川　
芳よ

し
あ
き昭

準
優
勝　
清し
み
ず水　

朗あ
き
ら

第
３
位　
鶴つ

る
ぞ
の園　
光み

つ
ろ
う郎

　６月３日に、順天堂大学さくらキャンパス啓心寮の寮生によ
る、町内では31回目の裸まつりが行われました。真夏日の中、
樽神輿を担いで練り歩く活気あふれる学生たちと、学生たちに
水をかけ声援を送る町民の方々で大いに賑わいました。
問い合わせ　経済環境課商工観光班☎ ３４５

　
吹
き
抜
け
る
風
が
心
地
よ
く
感

じ
ら
れ
た
５
月
20
日
、
町
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
大
会
が
酒
々
井
小
学
校

を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
39
組
１
３
５
人
の
参
加
者
は
、

優
勝
を
目
指
し
て
元
気
よ
く
ス
タ
ー
ト
。

約
５
㎞
の
コ
ー
ス
に
用
意
さ
れ
た

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
、
ク
イ
ズ

に
答
え
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り

し
な
が
ら
、
新
緑
の
街
の
中
を
楽

し
く
歩
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
参
加

で
き
た
」「
知
ら
な
い
道
を
通
る

春
季
町
民
卓
球
大
会

歩
き
な
が
ら
楽
し
く
ゲ
ー
ム

第
30
回
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

子どもたちも水鉄砲を持って参加

酒々井小学校の案内を見てゲームに取り組む様子

大人も子どもも楽しくゲームに参加

沿道から学生に力水をかける多くの町民

樽神輿を担いで町中を練り歩く学生たち

　
　
　
　
渡わ

た
な
べ辺　

佑ゆ
う
い
ち一

【
一
般
女
子
】

優　
勝　
石い
し
の埜　
京き

ょ
う
こ子

準
優
勝　
藤ふ
じ
え江　
寿す

み

こ
美
子

第
３
位　
荒あ
ら
い井　
星せ

な奈

　
　
　
　
松ま
つ
な
が永　
美み

よ代

【
中
学
生
男
子
】

優　
勝　
高た
か
は
し橋　

頼よ
し
き生

準
優
勝　
田た
む
ら村　
真ま

ひ
ろ優

第
３
位　
佐さ
と
う藤　

快か
い

　
　
　
　
高た

か
は
し橋　
樹い

つ
き

【
中
学
生
女
子
】

優　
勝　
庄し
ょ
う
じ
ま島　
史ふ

み
か花

準
優
勝　
平ひ
ら
や
ま山　

芽め

い依

第
３
位　
山や
ま
く
ら倉　
実さ

な
み美

【
混
合
ダ
ブ
ル
ス
】

優　
勝　
石い
し
の埜

・
田た

ほ保

準
優
勝　
鶴つ
る
ぞ
の園
・
後ご

と
う藤

第
３
位　
池い
け
だ田

・
山や

ま
も
と本

　
　
　
　
松ま
つ
お
か岡
・
荒あ

ら
い井

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
班
☎
（
４
９
６
）
５
３
３

４
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俳 句

短 歌

と
き
め
き
も
遠
き
日
に
あ
り
更
衣　
　
　
　
鈴
木　
遊
琴

蘭
春
や
花
と
り
ど
り
の
庭
と
な
り　
　
　
　
梅
澤　
波
葉

牧
の
跡
マ
ロ
ニ
エ
並
木
深
み
ど
り　
　
　
　
荒　
　
裕
子

奉
祝
の
幟
は
た
め
く
寺
五
月　
　
　
　
　
　
丸
山　
緑
酔

跡
継
ぎ
の
児
の
授
か
り
し
菖
蒲
の
湯　
　
　
榎　
　
利
美

夕
暮
れ
の
電
車
に
見
ゆ
る
遠と

ほ
あ
か
り灯
に
じ
む
光
り
の
み
な
暖
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤　
教
子

い
そ
い
そ
と
土つ

く
し筆

の
は
か
ま
夫つ

ま

と
取
り
卵
と
じ
に
し
夕
餉
に
加
は
ふ　
　
　
　
　
　
村
尾
み
ち
子

新
茶
に
て
安
納
い
も
を
食
ひ
を
れ
ば
芋
が
主
食
の
戦
後
思
は
る　
　
　
　
　
　
　
　
増
田　
冴
子

老
い
く
れ
ば
お
洒
落
を
し
て
と
我
が
子
ら
の
見
立
て
し
ズ
ボ
ン
あ
り
が
た
く
穿
く　
正
井　
和
子

さ
く
ら
見
に
墨
田
公
園
の
土
手
歩
き
屋
形
船
見
て
飲
む
酒
う
ま
い　
　
　
　
　
　
　
小
田
島
慶
子

文芸コーナー

（金銭） ・（故）京増さく１０万円　・生きがいデイサービスさわやかクラブ２万円
　　 　・佐倉交通安全協会酒々井支部 1万円　・おじさんずライブ inしすい1千５２０円
　　　 ・匿名1千円

　社会福祉法人酒々井町社会福祉協議会へ、次のとおりご寄付を
いただきました。（敬称略）
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（家族から一言）
元気に大きく育ってね。

 

＜平成29年７月27日生まれ＞

赤池　七海 ちゃん

あ か い け な な み

町
体
育
協
会
表
彰

　
ス
ポ
ー
ツ
の
健
全
な
普
及
発
展

に
貢
献
し
た
方
や
各
種
大
会
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
方
を
表
彰
す

る
「
町
体
育
協
会
表
彰
式
」
が
５

月
12
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
専

門
部
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
功
労
者

１
人
と
、
印
旛
郡
市
民
体
育
大
会

で
優
勝
し
た
軟
式
野
球
チ
ー
ム
を

は
じ
め
、
２
団
体
、
個
人
８
人
が

優
秀
選
手
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
な
お
、
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
功
労
表
彰
】

屋や

ぎ宜　
浩ひ

ろ
し（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

【
優
秀
選
手
表
彰
】

印
旛
郡
市
民
体
育
大
会　
軟
式
野

球
チ
ー
ム

剣
道
教
室
女
子
チ
ー
ム
（
石い

し
い井

恵え

り理
、
月つ

き
た田

慶け
い
こ子

、
森も

り
た
か
ず
み

田
和
美
）

柴し
ば　

文ふ
み
ひ
と人
（
陸
上
競
技
）

山や
ま
も
と本　

竜た
つ
や也

（
陸
上
競
技
）

吉よ
し
お
か岡　

詩し
い
か果

（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
）

遠え
ん
ど
う藤　
空く

う
る流
（
空
手
道
）

大お
お
た
け竹　
舜し

ゅ
ん（
空
手
道
）

矢や

の野　
舞ま

い
か夏

（
空
手
道
）

相あ
い
き
ょ
う
京　
和か

ず
き希
（
空
手
道
）

小こ
い
で出　

亜あ

や

め
弥
芽
（
空
手
道
）

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
班
☎
（
４
９
６
）
５
３
３

４

【
写
真
前
列
右
か
ら
屋
宜
浩
、
石

井
恵
理
、
月
田
慶
子
、
森
田
和

美
、
軟
式
野
球
チ
ー
ム
代
表
宗
島

治
夫
、

後
列
右
か
ら
吉
岡
詩
果
、
遠
藤
空

流
、
大
竹
舜
、
矢
野
舞
夏
、
相
京

和
希
、
小
出
亜
弥
芽

　大谷博さん（酒々井）からご寄付をいただきました。ご寄付は町の地域福祉基金
に積み立て、将来の社会福祉事業の充実・地域福祉の振興に役立てます。

善意をありがとう

善意をありがとう
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酒々井町保健センター
☎（４９６）００９０

問い合わせ

　

10
月
に
各
種
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

昨
年
受
診
し
て
い
な
い
方
お
よ
び
初
め
て
受

診
す
る
方
は
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
受
診
希
望
の
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

検
診
の
種
類

・
結
核
・
肺
が
ん
検
診
（
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
）

・
胃
が
ん
検
診
（
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
）

・
大
腸
が
ん
検
診
（
便
潜
血
検
査
）

対　

象　
結
核
検
診
は
65
歳
以
上
（
昭
和
28

年
12
月
31
日
以
前
生
ま
れ
）
の
方

肺
が
ん
検
診
、
胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検

診
は
40
歳
以
上
（
昭
和
53
年
12
月
31
日
以
前

生
ま
れ
）
の
方

検
診
会
場
お
よ
び
日
程　
■
保
健
セ
ン
タ
ー

　
10
月
４
日
㈭
～
６
日
㈯
、
９
日
㈫
、
12
日

㈮
、
14
日
㈰
～
19
日
㈮　
■
隣
保
館　
10
月

10
日
㈬　
■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
10
月

11
日
㈭

受
付
時
間　
８
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で

申
し
込
み
が
必
要
な
方　
町
の
検
診
を
初
め

て
受
け
る
方
お
よ
び
平
成
29
年
度
に
町
の
検

診
を
受
け
て
い
な
い
方

申
込
期
限　
９
月
28
日
㈮
ま
で

申
込
方
法　
必
要
事
項
（
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
申
し
込
み
検

診
名
）
を
記
入
し
、
次
の
方
法
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

①
電
話
②
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
③
Ｅ
メ
ー
ル

④
は
が
き
（
９
月
28
日
㈮
必
着
）
⑤
Ｆ
Ａ
Ｘ

検
診
費
用

結
核
・
肺
が
ん
検
診　
　
　
　
　
１
０
０
円

胃
が
ん
検
診　
　
　
　
　
　
　
　
７
０
０
円

大
腸
が
ん
検
診　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
円

※
検
診
当
日
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

検
診
費
用
が
無
料
に
な
る
方

①
75
歳
以
上
（
昭
和
18
年
12
月
31
日
以
前
生

ま
れ
）
の
方　
※
手
続
き
は
不
要
で
す
。

②
生
活
保
護
世
帯
の
方　
※
検
診
当
日
、
生

活
保
護
受
給
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

③
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方　
※
９
月
28
日

㈮
ま
で
に
印
鑑
を
持
参
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
免
除
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
免
除
申
請
は
、
期
限
を
過
ぎ
る
と
お
受

け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

◎
当
日
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
お
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
お
よ
び
昨
年
受

診
さ
れ
た
方
に
は
、
９
月
中
旬
か
ら
受
診
票

を
発
送
し
ま
す
。

◎
混
雑
を
避
け
る
た
め
通
知
さ
れ
た
指
定
日

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
２
８
５

－

８
５
１
０　
中
央
台
４

－

10

－

１
☎（
４
９
６
）０
０
９
０�

（
４
９
６
）８

４
５
３　

kenkou@
town.shisui.chiba.jp�

　
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
、
40
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
方
に
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

組
合
や
共
済
組
合
な
ど
で「
特
定
健
康
診
査
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
血
圧
が
ち
ょ
っ
と
高

が
ん
検
診
の
申
し
込
み
受
け
付
け
中
！

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
撃
退

「
特
定
保
健
指
導
」

い
」「
少
し
太
り
ぎ
み
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
「
ち
ょ
っ
と
高
め
」
の

検
査
項
目
が
多
い
と
、
脳
卒
中
や
心
疾
患
に

な
る
危
険
が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。

　
「
特
定
保
健
指
導
」
は
、
特
定
健
康
診
査
の

結
果
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
型
肥
満
）
ま
た
は
そ
の
予
備
群
と
判

定
さ
れ
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
り
生
活
習

慣
病
予
防
効
果
が
期
待
で
き
る
方
に
対
し

て
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
（
保
健
師
、
管
理
栄
養

士
）
が
生
活
習
慣
を
見
直
す
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
も
の
で
す
。

　
６
月
に
町
の
特
定
健
康
診
査
を
受
け
た
方

で
、
特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
方
に

は
、
７
月
末
に
「
特
定
保
健
指
導
の
お
知
ら

せ
」
を
発
送
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
特
定
保
健
指
導
を
利
用

し
た
方
の
う
ち
、
７
割
の
方
が
体
重
・
腹
囲

が
減
少
し
、
半
数
の
方
が
検
査
数
値
が
改
善

し
ま
し
た
。「
生
活
習
慣
を
見
直
し
た
い
」

「
少
し
ダ
イ
エ
ッ
ト
し
た
い
」「
検
査
の
数

値
を
改
善
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

��　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
音
楽
で

楽
し
く
体
を
動
か
す
「
し
す
い
ハ
ー
ト
体

操
」
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
の
サ
ー
ク
ル
や

し
す
い
ハ
ー
ト
体
操

普
及
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

グ
ル
ー
プ
、
町

の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
一
緒
に
体

操
を
す
る
「
し

す
い
ハ
ー
ト
体

操
普
及
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
養
成
す
る
教
室
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

　
体
操
の
制
作
者
で
あ
る
三
橋
好
子
氏
か
ら

体
操
の
指
導
方
法
や
ポ
イ
ン
ト
が
学
べ
ま

す
。
全
３
回
修
了
の
方
に
は
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対　

象　
町
内
在
住
の
方
で
「
し
す
い
ハ
ー

ト
体
操
」
の
普
及
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

方日　
程　
８
月
22
日
㈬
、
９
月
５
日
㈬
、
12

日
㈬　
全
３
回

時　

間　
10
時
～
11
時
30
分

内　

容　
し
す
い
ハ
ー
ト
体
操
実
技
、
指
導

の
ポ
イ
ン
ト
、
簡
単
な
体
操

持
ち
物　
飲
み
物
、
上
ぐ
つ
、
タ
オ
ル
、
動

き
や
す
い
服
装

会　

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

定　

員　
25
人
（
申
し
込
み
受
け
付
け
順
）

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
か
直
接

窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
８
月
10
日
㈮

※
参
加
の
決
定
さ
れ
た
方
に
は
通
知
を
い
た

し
ま
す
。

※
毎
回
血
圧
測
定
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
お

越
し
く
だ
さ
い

※
血
圧
が
高
い
、体
に
痛
み
が
あ
る
、ま
た
、

医
師
か
ら
運
動
の
制
限
に
つ
い
て
指
示
が
出

て
い
る
場
合
は
参
加
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

上記のＱＲコードで
Ｅメールアドレスが
読み込めます。
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酒々井町保健センター
☎（４９６）００９０

問い合わせ

　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た
め
に
は
、
外

に
出
て
活
動
す
る
こ
と
が
１
番
で
す
。
活
動

の
た
め
の
ヒ
ン
ト
や
知
恵
が
た
く
さ
ん
入
っ

た
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
す
で
に
活
動
さ
れ
て
い
る
方
は
よ
り
楽
し

く
、
地
区
で
の
活
動
を
し
て
み
た
い
方
や
、

ま
っ
た
く
興
味
の
な
い
方
で
も
、
自
分
や
家

族
の
健
康
の
手
助
け
に
な
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

対　

象　
町
内
在
住
で
、
地
域
で
の
活
動
に

興
味
の
あ
る
方

日　

程　
８
月
24
日
㈮
、
31
日
㈮
、
９
月
14

日
㈮
、
９
月
21
日
㈮　
全
４
回

時　

間　
10
時
～
11
時
30
分

内　

容　
食
べ
る
こ
と
、
お
口
の
話
、
し
す

い
ハ
ー
ト
体
操
な
ど

持
ち
物　
飲
み
物
、
上
ぐ
つ
、
タ
オ
ル
、
動

き
や
す
い
服
装

会　

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

定　

員　
25
人
（
申
し
込
み
受
け
付
け
順
）

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
か
直
接

窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
８
月
14
日
㈫

※
参
加
の
決
定
さ
れ
た
方
に
は
通
知
を
い
た

し
ま
す
。

※
毎
回
血
圧
測
定
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
通
院
さ
れ
て
い
る
方
は
、
一
部
参
加
で
き

な
い
講
座
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
今
年
も
蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症
が
流
行
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
注
意

し
、
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

デ
ン
グ
熱
と
は
・
・
・

・
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
（
ヤ
ブ
蚊
）
に
よ
っ
て

感
染
し
ま
す
。
黒
い
体
に
白
い
ス
ジ
が
入
っ

て
い
る
の
が
特
徴
の
蚊
で
す
。

・
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
直
接
は
感
染
し
ま
せ
ん
。

・
２
～
15
日
の
潜
伏
期
間
の
後
、
お
よ
そ
２

～
４
割
の
人
に
38
度
か
ら
40
度
の
発
熱
で
発

症
し
、
激
し
い
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
、

発
疹
が
現
れ
ま
す
。
通
常
、
３
～
５
日
で
解

熱
し
、
解
熱
と
と
も
に
発
疹
が
現
れ
ま
す
。

重
症
化
す
る
こ
と
は
、
ご
く
ま
れ
で
す
。

・
デ
ン
グ
熱
の
「
ワ
ク
チ
ン
」
や
治
療
法
は

あ
り
ま
せ
ん
。
か
か
っ
た
時
に
は
、
症
状
を

和
ら
げ
る
対
症
療
法
を
行
い
ま
す
。

ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
は
・
・
・

・
デ
ン
グ
熱
と
同
じ
く
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
（
ヤ

ブ
蚊
）
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
そ
の
他
の

感
染
経
路
と
し
て
、
母
子
感
染
（
胎
内
感

染
）
、
輸
血
、
性
行
為
に
よ
る
感
染
経
路
等

が
あ
り
ま
す
。

・
２
～
12
日
（
多
く
は
２
～
７
日
）
の
潜
伏

期
間
の
後
、
軽
度
（
38
・
５
度
未
満
）
の
発

熱
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
、
斑
丘
疹
、
結
膜
炎
、

疲
労
感
、
倦
怠
感
が
現
れ
ま
す
が
、
感
染
し

て
も
全
員
が
発
症
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
症

状
が
な
い
か
、
症
状
が
軽
い
た
め
気
付
か
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
妊
娠
中
の

女
性
が
感
染
す
る
と
、
胎
児
に
小
頭
症
な
ど

の
先
天
性
障
害
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

（
デ
ン
グ
熱・ジ
カ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
等
）

　
蚊
媒
介
感
染
症
に

　
　
　
　
気
を
つ
け
よ
う

応
募
資
格　

①
年
齢
20
歳
以
上
（
２
０
１
８

年
４
月
現
在
）
②
資
格
・
経
験
不
問

③
基
礎
研
修
講
座
第
Ⅰ
～
Ⅳ
の
各
課
程
を
原

則
全
出
席
と
宿
泊
研
修
に
出
席
で
き
る
こ
と

研
修
期
間　
２
０
１
８
年
９
月
～
２
０
２
０

年
２
月

受
講
料　
有
料

申
込
締
切　
８
月
13
日
㈪
必
着

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
法
人

千
葉
い
の
ち
の
電
話
事
務
局
☎
（
２
２
２
）

４
３
２
２　
平
日
９
時
～
17
時

�http://w
w
w
.chiba-inochi.jp

◎
千
葉
い
の
ち
の
電
話
で
は
、
相
談
活
動
を

支
え
て
く
だ
さ
る
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
広

報
活
動
、
講
演
会
実
施
な
ど
）
と
資
金
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
求
め
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
千

葉
い
の
ち
の
電
話
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

・
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
「
ワ
ク
チ
ン
」

や
治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
か
っ
た
時
に

は
、
症
状
を
和
ら
げ
る
対
症
療
法
を
行
い
ま

す
。

蚊
媒
介
感
染
症
を
予
防
し
よ
う
！

①
蚊
（
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
）
の
発
生
を
少
な

く
し
よ
う
。

・
屋
外
に
置
い
て
あ
る
、
水
が
た
ま
り
そ
う

な
容
器
を
撤
去
す
る
。
ま
た
は
毎
週
水
が

入
っ
て
い
な
い
か
確
認
し
、
水
が
溜
ま
っ
て

い
る
容
器
は
、
空
に
し
て
清
掃
す
る
。

※
蚊
が
好
む
住
み
家
は
、
古
タ
イ
ヤ
、
水
が

め
、
空
き
缶
、
雨
水
マ
ス
、
植
木
鉢
の
下
の

水
受
け
皿
な
ど
で
す
。
少
な
い
水
で
も
繁
殖

で
き
ま
す
。

②
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

・
蚊
が
い
そ
う
な
、
緑
が
多
い
場
所
な
ど
に

行
く
時
は
、
長
そ
で
、
長
ズ
ボ
ン
を
着
用

し
、
虫
よ
け
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
は
日
中
で
も
活
動
し
て

い
ま
す
の
で
、
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
い
情
報
は
・
・
・　

デ
ン
グ
熱
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
ま
た
は
ジ
カ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
で
検
索
し

て
み
よ
う
！
！

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

社
会
福
祉
法
人　
千
葉
い
の
ち
の
電
話

第
31
期

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
募
集

　家族や地域で楽しく食卓を囲むなど、
皆さんも食育の日をきっかけにご自身や
ご家族の食生活を見直してみましょう。
問い合わせ　保健センター

１９日は「食育の日」

楽
し
く
学
ぼ
う
！

　
元
気
は
つ
ら
つ
教
室

　
　
　
　
　
　
Ａ
コ
ー
ス
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年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
体
も
変
化
し
て
き

ま
す
。
毎
日
を
い
き
い
き
と
過
ご
す
ヒ
ン
ト

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

①
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
マ
ッ
ト
を
使
い
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き

で
体
の
動
き
を
感
じ
て
い
き
ま
す
。

日　

程　
７
月
23
日
㈪
、
８
月
６
日
㈪
、
13

日
㈪
、
27
日
㈪
、
９
月
３
日
㈪　
全
５
回

時　

間　
10
時
～
11
時
30
分

講　

師　
舞
踊
家　
介
護
予
防
運
動
指
導
員

　
青
山
琉
璃
子
さ
ん

定　

員　
25
人

持
ち
物　
飲
み
物
、
上
ぐ
つ
、
フ
ェ
イ
ス
タ

オ
ル
、
動
き
や
す
い
服
装

②
体
力
ア
ッ
プ

　
簡
単
な
体
操
で
体
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
ま

す
。

日　

程　
７
月
26
日
㈭
、
８
月
２
日
㈭
、
９

日
㈭
、
16
日
㈭
、
23
日
㈭
、
30
日
㈭　
全
６

回時　
間　
10
時
～
11
時
30
分

講　

師　
整
体
師　
青
木
千
鶴
さ
ん

定　

員　
20
人

持
ち
物　
飲
み
物
、
上
ぐ
つ
、
タ
オ
ル
、
動

き
や
す
い
服
装
、
バ
ス
タ
オ
ル
２
枚
、
フ
ェ

イ
ス
タ
オ
ル
１
枚

③
初
め
て
の
ヨ
ガ
Ａ

　
マ
ッ
ト
を
使
い
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き

で
体
を
ほ
ぐ
し
整
え
ま
す
。

日　

程　
７
月
26
日
㈭
、
８
月
２
日
㈭
、
９

日
㈭
、
16
日
㈭
、
23
日
㈭　
全
５
回

時　

間　
13
時
30
分
～
15
時

講　

師　
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　
久
保

田
真
理
子
さ
ん

65
歳
か
ら
の
健
康
づ
く
り
講
座

定　

員　
25
人

持
ち
物　
飲
み
物
、
上
ぐ
つ
、
タ
オ
ル
、
動

き
や
す
い
服
装

共
通
事
項

対　

象　
65
歳
以
上
の
方

会　

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
か
直
接

窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
７
月
12
日
㈭

※
申
込
締
め
切
り
後
に
抽
選
し
、
参
加
の
決

定
さ
れ
た
方
に
は
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

※
毎
回
血
圧
測
定
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
通
院
さ
れ
て
い
る
方
は
、
一
部
参
加
で
き

な
い
講
座
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

試
験
日　
８
月
９
日
㈭

会　

場　
敬
愛
大
学　
稲
毛
キ
ャ
ン
パ
ス　

千
葉
県
稲
毛
区
穴
川
１

－

５

－
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願
書
配
布
場
所　
千
葉
県
健
康
福
祉
部
薬
務

課
（
千
葉
県
本
庁
舎
13
階
）、
印
旛
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー

願
書
受
付
日　
持
参
受
け
付
け　
７
月
５
日

㈭
お
よ
び
７
月
６
日
㈮　
　

受
付
時
間　
９
時
30
分
～
11
時
30
分
、
13
時

～
16
時

受
付
場
所　
千
葉
県
教
育
会
館
６
０
８
会
議

室問
い
合
わ
せ　
千
葉
県
健
康
福
祉
部
薬
務
課

☎
（
２
２
３
）
２
６
１
８

平
成
30
年
度

劇
物
取
扱
者
試
験

会場：保健センター

今月の行事

　　予防接種　委託医療機関で実施中

◎印旛郡市小児初期急病診療所（0 〜 15歳まで）
佐倉市江原台2-27（佐倉市健康管理センター内）
☎（485）3355
※受け付けは、診療終了の15分前までです。
　受診の際は、必ず受付時間内でお願いします。

◎こども急病電話相談 毎日夜間 19時～翌日6時
☎＃8000　ダイヤル電話からは☎（242）9939
◎救急安心電話相談 平日、土曜日：18時〜23時
日曜日、祝日、GW、年末年始：９時～２３時
☎＃7009　ダイヤル電話からは０３（6735）8305

※来診する際は、事前に電話を入れ、保険証を持参してください。 

診療日時
診　療　日 診療時間

月曜日～土曜日 19時～翌日６時
日曜日・祝日

12月29日～１月３日
９時～17時

19時～翌日６時

診療科と診療日時
診療科目 診療日 診療時間

内　　科
小 児 科

月曜日～土曜日 19時～23時
日曜日・祝日
８月13日～15日
12月29日～１月３日

10時～17時
19時～23時

外　　科
日曜日・祝日・振替休日
８月13日～15日
12月29日～１月３日

10時～17時

歯科 7月16日 10時～16時45分

日 内　　　容 時　　　間

11日㈬
乳
児
相
談

10か月児
Ｈ29. 8月生

受付
10時～11時

４か月児
Ｈ30. 2月生

受付
13時30分～14時30分

25日㈬
3歳児健康診査
Ｈ26.12月・
Ｈ27.1月生

受付
12時45分～
      13時15分

2日㈪
9日㈪

23日㈪
30日㈪

健康相談・歯科健康相談 9時30分～
　　　　11時

乳幼児 BCG・麻しん風しん混合・不活化ポリオ（単抗原）・４種
混合・日本脳炎・ヒブ・小児用肺炎球菌・水痘・B 型肝炎

小学校
６年生 ジフテリア破傷風混合

高齢者 肺炎球菌

◎成田市急病診療所
成田市赤坂1-3-1（成田市保健福祉館敷地内）
☎0476（27）1116
※受け付けは、診療終了の15分前までです。
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土地・家屋価格等帳簿の縦覧　4月2日㈪～5月1日㈫
固定資産課税台帳の閲覧　　 4月2日㈪～随時
平成30年度の固定資産税納税通知書は4月10日㈫に発送予定です。

問い合わせ　税務住民課資産税班☎　114・115内

納付期限
　７月３１日㈫まで

納税には便利な口座振替を

今月の納期
固定資産税・都市計画税
国民健康保険税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

第２期
第１期
第１期
第１期

7月の
相　談　名 日　時 ・ 会　場 予約・問い合わせ　など

心配ごと相談
5日㈭、19日㈭�、8月2日㈭　13時～16時
社会福祉協議会

社会福祉協議会☎（４９６）６６３５　
※町内在住の方に限ります。
※どちらの相談も相談日の3日前までに電話予約が必要です。
（先着順１日６件まで）法律相談 12日㈭、26日㈭　13時～16時　社会福祉協議会

人権相談 10日㈫　13時～16時　役場西庁舎２階第1会議室 健康福祉課人権推進室☎ １３７

身体障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 健康福祉課福祉班☎ １３５
相談員・小出喜市さん、里見弘美さん

知的障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 康福祉課福祉班☎ １３５
相談員・福田美千代さん

障害者差別相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
印旛健康福祉センター☎（４８６）５９９１
　　　　　　　　　��� ��（２２２）４１３３
健康福祉課福祉班☎ １３５

子ども相談（町） 10日㈫　13時～16時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課人権推進室☎ １３７

子ども相談（県）
月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～16時
印旛健康福祉センター家庭児童相談室

印旛健康福祉センター地域福祉課
☎（４８３）１１２０　※電話による相談もできます。

就学・教育・
いじめ相談

月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 学校教育課学校教育班☎ ３１２
※電話による相談もできます。

家庭教育相談 毎週木曜日、金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 生涯学習課社会教育班☎（４９６）５３３４
※電話による相談もできます。※相談日以外でもご連絡ください。

消費生活相談
�３日㈫　10時～15時
17日㈫　10時～15時　役場中央庁舎１階会議室
31日㈫　10時～15時

経済環境課商工観光班☎ ３４６

子育て電話相談
岩橋保育園　月曜日～金曜日（祝休日を除く）　　　　　　９時～17時　中央保育園　※岩橋保育園は月曜日に栄養相談あり

岩橋保育園☎（４８１）７０２１
中央保育園☎（４９６）１２７４

年金相談 12日㈭　10時～15時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課国保年金班☎ １２１・１２２

　移動交番は各種届出の受理や周辺の
警戒、巡回パトロール等を行い、地域
の実情に沿った情報発信や犯罪抑止活
動を行います。
開設予定日時と場所
ＪＲ酒々井駅前交流センター
７月10日㈫　14時～15時30分、24日㈫
10時～11時30分
酒々井プレミアム・アウトレット
７月７日㈯、19日㈭　14時～15時30分
スーパータイヨー酒々井店
７月２日㈪　10時～11時30分、25日㈬
14時～15時30分
※予定は変更する場合があります。 
問い合わせ　佐倉警察署地域課移動交
番係☎（４８４）０１１０

　平成31年度４月１日付で採用する職

員を次のとおり募集し、採用試験を行
います。
採用予定　消防職７人程度、救急救命
士３人程度
試験　印旛郡市職員採用共同試験によ
る
試験日　９月16日㈰
会場　佐倉中学校
受付期間　７月23日㈪～８月６日㈪
９時～17時（土日祝日除く）

（郵送の場合は、８月６日㈪消印有効）
※申込書は、消防署、出張所の窓口で
７月上旬から配布する予定です。
受験資格
【消防職】平成２年４月２日から平成
13年４月１日生まれ　
【救急救命士】平成２年４月２日から
平成11年４月１日までに生まれた方
で、救急救命士資格取得者または平成
31年春季までに資格取得見込者
※他にもいくつか受験資格の制限があ
りますので、詳しくはお問い合わせく
ださい。
※消防職、救急救命士とも学歴は問い

ません。
申し込み・問い合わせ　佐倉市八街市
酒々井町消防組合消防本部総務課☎

（４８１）１１９０

　７月の「夕涼み会」を前に、職員と
一緒に草刈りをしてくださる方を募集
します。ささやかですが、かき氷･飲
み物などを用意して、皆さまのご参加
をお待ちしております。ぜひ、皆さま
のご協力をお願いします。
日時　７月14日㈯　８時～10時

（雨天の場合は15日㈰に延期）
　また、エコトピア酒々井では地域の
皆さまとの交流を深めるため、多方面
で活躍してくださるボランティアの
方々を随時受け付けています。ぜひ、

「ボランティア登録」をお願いします。
申し込み・問い合わせ
　特別養護老人ホー
ム・エコトピア酒々井
　茂野☎
（４９６）１９１０

佐倉市八街市酒々井町消防組合
職員採用試験

募　集

エコトピア酒々井
草刈りボランティア募集！

７月の移動交番開設日
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　当日は、子どもたちの興味に合わせ
て霞が関を自由に歩くことができるよ
う、参加者に各府省庁などのプログラ
ムと地図が入った「霞が関こども旅券」

（パスポート）を配布します。詳細は、
http://www.mext.go.jp/a_menu/

ikusei/kengaku/index.htmをご覧くだ
さい。
問い合わせ　文部科学省生涯学習政策
局男女共同参画学習課家庭教育支援室
☎０３（６７３４）３４６７

会期　７月２日㈪～平成31年６月21日㈮
会場　考古資料展示室（入場無料）
展示　印旛郡市文化財センターにおけ
る最新の発掘調査の成果を展示紹介し
ます。佐倉市や印西市、成田市、茂原
市の各遺跡で発掘された縄文時代から
奈良・平安時代の土器や石器、装飾品
などを展示します。
開館　平日10時～16時30分
同時開催　「夏休み展示解説の夕べ」
日時　８月１日㈬、８月８日㈬　いず
れも17時～17時45分
対象　小学６年生、中学生
定員　各回10人
参加方法　７月17日㈫より電話でお
申し込みください。（参加費無料）
申し込み・問い合わせ　公益財団法人
印旛郡市文化財センター☎０４３（４８
４）０１２６

　社会福祉協議会では、７月２日㈪か
ら31日㈫までの１カ月間、行政連絡員
を通じて一般会費の納入をお願いして
います。
　この会費は、社会福祉協議会が地域
に根ざした福祉活動を行うための大切
な財源となります。住民の皆さんのご
協力をお願いします。
問い合わせ　社会福祉協議会☎（４９
６）６６３５

　今回のあじさい寄席も前回のお花見
寄席同様大いに楽しんでいただきます。
お気軽に足をお運びください。
日時　７月15日㈰ 　開場13時、開演
13時30分～16時30分
会場　中央公民館講堂
参加費　無料
主催　五色豆 
問い合わせ　山岸文雄☎０９０（１６
９４）３８０２、住民協働課活動推進
班☎ ３６１

日時　７月22日㈰　６時40分～７時
30分（雨天決行）
会場　酒々井町役場駐車場
内容　お買物券が当たるくじ引き（数
量限定・空くじ無し）
主催　朝市出店組合
問い合わせ　経済環境課農政振興班☎

３４３

日時　①７月７日㈯ ②７月15日㈰
いずれも13時30分～16時
会場　①佐倉市中央公民館②成田市中
央公民館
申し込み・参加費は不要。（初参加の
時のみ、テキスト代１，２００円）
※聞こえに関係なく、誰でも参加でき
ます。
※すべて要約筆記（話を要約して、ス
クリーンに映す）でサポートします。
問い合わせ　ＮＰＯ千葉県中途失聴
者・難聴者協会印旛事務所 （４６１）
６５３３☎０４７（４３２）８０３９

　社会福祉協議会では、今年も小学生
の親子（小学生のみも可）を対象に、
ボランティア講座を開催します。
①千葉県西部防災センター（松戸市）見学
開催日　７月23日㈪
集合　８時15分までに役場駐車場の
町バス前に集合

定員　30人（先着順）
参加費　１人３００円（申込用紙に、
参加費を添えてお申し込みください。）
※小学３年生以下は保護者同伴で参加
してください。※昼食にお弁当を用意
します。※帰りは15時頃の予定です。
②作ってみよう！「しすいまちふくし
マップ」
開催日時　７月31日㈫　10時～12時
定員　30人（先着順）
参加費　無料
会場　中央公民館講堂
講師　鶴岡恵美子さん
※水筒をご持参ください。
申込期限　７月17日㈫
申し込み・問い合わせ　社会福祉協議
会☎（４９６）６６３５

　社会福祉協議会では、中学生、高校
生を対象にボランティアスクールを開
催します。
内容　千葉県西部防災センター（松戸
市）での防災体験・救命講習
開催日　８月９日㈭
集合　８時15分までに役場駐車場
定員　30人（先着順）
参加費　１人３００円（当日お持ちく
ださい。）
※昼食にお弁当を用意します。※帰り
は15時半頃の予定です。
申込期限　８月３日㈮
申し込み・問い合わせ　社会福祉協議
会☎（４９６）６６３５

　「こども霞が関見学デー」は、文部
科学省をはじめとした府省庁などが連
携して、業務説明や省内見学を行うこ
とにより、親子の触れ合いを深め子ど
もたちが夏休みに広く社会を知る体験
活動の機会となる取り組みです。
対象　小・中学生・幼児等（原則とし
て保護者同伴）
期間　８月１日㈬、２日㈭
内容　職場見学のほか、各府省庁など
の特色を生かし、子どもたちを対象に
広く社会を知る様々なプログラムを設
け、一斉に「こども霞が関見学デー」
として実施します。

朝市 夕市

木曜市
朝　市＝役場駐車場（6時30分～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）
木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）

毎週日曜日開催

朝市 夕市

木曜市

朝　市＝役場駐車場（6時40分～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）

木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）

インフォメーション

催し・講座

朝市出店者組合
ふれあい感謝デー

第21回『酒々井あじさい寄席』

中高生・高校生向け
夏休みボランティアスクール

中途失聴・難聴者の皆さんへ
【手話学習会＆ミニ懇談会】

体験してみませんか
夏休み！親子ボランティア講座

平成30年度
こども霞が関見学デー

印旛郡市文化財センター
平成30年度最新出土考古資料展

お知らせ

社会福祉協議会一般会費に
ご協力をお願いします
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【税務住民課】
住民票・戸籍・印鑑証明等の交付、印鑑登録・戸籍届
書の受付（転入・転出等の住民異動に係るものは除く）、
納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税相談、
収納（町税・国民健康保険税）

休日窓口開庁日　29日㈰　8:30 ～ 12:00

日　　時 内　　　容

�２日㈪�10時30分 読み聞かせ（関口さん）
�５日㈭�10時30分 ピアノ演奏（松本さん）

�９日㈪�11時 作って遊ぼう
（クリアじょうご）

10日㈫�11時 ふれあい遊び
19日㈭�11時 誕生会
23日㈪�10時30分 折り紙の会
※７月26日㈭の９時から11時はスタッフ会議のため、保育
士は不在です。
会場・問い合わせ　酒々井町子育て支援センター�あいあい�������
☎（２９０）９７９０

酒々井町子育て支援センター　あいあい
子育て支援活用カレンダー子育て支援活用カレンダー子育て支援活用カレンダー 7月

7月のプリミエール酒々井

●蔵書検索はこちらから
https://www.tosyokan.town.shisui.chiba.jp

休館日　文化ホール　　２、９、17、23、30日
　　　　図書館　  ２、９、17、19、23、30日
問い合わせ　 プリミエール酒々井 ☎（４９６）８６８１
　 　　　　　図書館 ☎（４９６）８６８２

おはなし会　　　14日㈯　10時30分～
　　　　　　　　22日㈰　15時～
わらべうたの会　12日㈭　10時30分～

図書館

日　　時 内　　　容

�９日㈪�10時10分 はじめて見学会
13日㈮�10時10分 保健師講話『なんでも相談会』
17日㈫�10時30分 作ってあそぼう！（うちわ製作）
25日㈬・26日㈭・
27日㈮・30日㈪・
31日㈫�
10時～15時45分

子育てリサイクルデー
（中古の玩具衣類等）

会場・問い合わせ　昭苑こども園　☎（４９６）３２３８、
（３１２）４７９７
※３日㈫、10日㈫、24日㈫、31日㈫の10時～11時に園庭開放あり
※７月９日㈪　10時～11時30分
昭苑こども園にチーバくんがやってきます！（自由見学可）
※７月21日㈯　16時30分～18時30分
昭苑こども園夕涼み会（夕涼み会も見学できます）

しょうえん「こども こそだてルーム」
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保　育　園 開催日 内　　容 対 象

岩橋保育園
☎（481）7021

11日㈬ 親子で体操
乳
幼
児
と
保
護
者

25日㈬ 給食試食会
(要予約・限定５組)

中央保育園
☎（496）1274

��4日㈬ わらべうた
11日㈬ 親子で体操
18日㈬ 読み聞かせ
25日㈬ 親子で体操

時間　９時～11時　問い合わせは各保育園へ

みんなおいでよ！園庭開放

たくさんの来園者でにぎわったハーブガーデン

園内のハーブを観賞する様子ハーブの苗を購入する方々

　５月１９日、しすい・ハーブガーデ
ンを会場に、恒例の「しすい・ハー
ブガーデンまつり」が開かれました。
当日は町内外から多くの家族連れ
が、同ハーブカーデンを訪れ、園内
に咲く約 150 種類のハーブの花を見
ながら散策したり、ハーブの苗を購
入したり、カモミール石鹸づくり体
験をしたりと思い思いに過ごしてい
ました。
　また、会場ではウクレレサークル
の演奏、子どもたちのダンスも行わ
れ、訪れる方を楽しませていました。

しすい・ハーブガーデンまつり

【訂正とお詫び】
　広報6月号 15ページに掲載したこんにちはしすいっ子
の白井翔太くん、白井結菜ちゃんのふりがなにつきまして、
正しくは「しらいしょうた」くん、「しらいゆな」ちゃん
でした。訂正してお詫び申し上げます。


